
奈
　
良
　
時
　
代

の

宣

吉

ーノ

直
ノ、

司

【
要
約
廓
　
本
稿
は
奈
良
時
代
の
史
料
に
見
ら
れ
る
「
宣
あ
性
格
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
宣
は
、
①
女
君
な
ど
が
内
裏
の
意
向
を
伝
え
た
〈
奏
宣
の
宣
〉
、

②
官
司
内
の
事
務
決
裁
た
る
く
音
T
判
〉
、
③
そ
れ
以
外
の
私
的
な
〈
権
威
的
な
宣
〉
、
の
三
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
〈
宣
1
1
判
〉
の
実
体

は
文
書
・
三
文
で
あ
る
場
合
が
あ
り
、
官
司
内
の
宣
は
文
書
行
政
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
。
こ
こ
で
く
宜
一
判
〉
と
い
う
関
係
が
成
り
立
つ
の
は
、
日

本
律
令
国
家
の
官
司
が
案
巻
に
よ
る
自
筆
決
裁
の
シ
ス
、
テ
ム
を
当
初
か
ら
持
た
ず
、
主
典
の
公
文
読
申
に
対
し
て
口
頭
処
分
が
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

欝
藤
下
莚
縫
鑓
鍵
趣
が
餐
霧
難
驚
い
駐
一
挙
書
～

序

本
稿
は
、
奈
良
時
代
の
史
料
、
特
に
正
倉
院
文
書
に
数
多
く
現
わ
れ
る
「
宣
」
の
性
格
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か

奈良鉛筆の宣（吉川）

で
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
命
令
の
伝
達
、
官
司
の
事
務
決
裁
の
実
態
を
解
明
で
き
れ
ぼ
と
思
う
。
ま
た
、
平
安
時
代
の
宣
旨
の
起
源
に
つ
い
て

も
見
通
し
を
得
た
い
。

従
来
の
研
究
で
、
奈
良
時
代
の
宣
に
本
格
的
に
言
及
し
た
最
初
の
も
の
は
、
土
田
直
鎮
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
①

「
内
侍
宣
に
つ
い
て
」

で
あ
っ
た
。
こ
の
論
文

で
は
、
①
宣
を
下
し
た
も
の
（
以
下
「
宣
者
」
と
す
る
）
は
僧
俗
男
女
多
種
多
様
で
あ
る
、
②
す
べ
て
の
宣
が
勅
旨
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、

女
性
の
宣
は
勅
旨
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
、
③
（
男
性
の
）
宣
は
、
上
役
か
ら
下
役
へ
と
い
っ
た
基
本
的
な
命
令
伝
達
法
で
、
単
に
「
命
令
」
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と
解
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
④
宣
は
口
頭
伝
達
と
関
係
が
あ
る
、
⑤
宣
の
原
文
は
遺
存
し
て
い
な
い
、
⑥
宣
の
形
式
や
手
続
き
は
不
明
で
あ

る
が
、
後
代
の
宣
旨
の
淵
源
と
見
ら
れ
る
、
な
ど
の
点
が
論
じ
ら
れ
た
。
宣
を
考
え
る
上
で
の
基
本
的
文
献
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
今
江
広
道
氏
の
「
内
侍
宣
・
口
宣
案
」
は
、
土
田
論
文
を
全
面
的
に
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
⑦
令
文
に
見
え
る
宣
は
勅
旨
の
宣
伝

か
議
政
官
の
議
決
事
項
の
宣
告
で
、
日
常
の
事
務
処
理
を
行
な
う
奈
良
時
代
の
宣
と
は
「
性
質
の
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ

た
点
は
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
更
に
、
武
光
誠
氏
は
「
奈
良
・
平
安
時
代
の
太
政
宮
政
治
と
宣
旨
」
に
お
い
て
、
土
田
説
を
発
展
さ
せ
つ
つ
独
自
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
氏
は
宣
の
成
立
に
つ
い
て
、
⑧
宣
は
大
宝
公
式
令
施
行
後
に
使
用
さ
れ
始
め
た
、
⑨
そ
れ
は
ま
ず
移
の
中
で
使
用
さ
れ
、
他
の
文
書
に
及
ん

だ
ら
し
い
、
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
⑩
令
制
の
属
隷
制
が
早
く
崩
壊
し
、
四
等
官
の
一
人
が
政
務
を
専
決
す
る
方
式
が
成
立
し
た
が
、
こ
れ
が
宣

旨
の
成
立
と
関
わ
る
、
と
宣
旨
と
事
務
決
裁
の
関
係
を
示
唆
さ
れ
た
。
こ
れ
は
宣
と
事
務
決
裁
の
関
係
と
読
み
換
え
て
も
良
か
ろ
う
。
氏
は
、
⑪

所
謂
宣
旨
は
、
奈
良
時
代
の
諸
宮
司
の
宣
に
な
ら
っ
て
、
上
宣
官
符
が
簡
略
化
さ
れ
て
成
立
し
た
、
と
の
見
通
し
を
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
以
上
、
研
究
史
を
辿
っ
て
き
た
が
、
各
説
の
検
討
は
多
く
の
宣
を
更
に
深
ぐ
分
析
す
る
こ
と
で
果
た
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
ど

の
論
文
で
も
少
数
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
結
論
が
簡
潔
に
示
さ
れ
る
の
み
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
次
の
二
点
に
注
意
を
払

っ
て
考
察
を
進
め
た
い
。

　
第
一
に
、
良
質
の
史
料
の
分
析
か
ら
出
発
す
る
こ
と
。
宣
の
実
体
が
明
確
で
な
い
原
因
は
、
個
々
の
史
料
の
情
報
量
が
少
な
い
こ
と
に
あ
る
。

従
っ
て
、
実
態
を
比
較
的
明
瞭
に
示
し
て
く
れ
る
史
料
を
抽
出
し
、
分
析
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
の
が
有
効
な
方
法
と
言
え
よ
う
。

　
第
二
に
、
宣
の
全
体
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
同
じ
く
宣
と
言
っ
て
も
、
勅
旨
の
宣
伝
か
ら
官
司
内
の
事
務
決
裁
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な

レ
ベ
ル
の
も
の
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
を
可
能
な
限
り
分
別
し
、
相
互
に
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
か
を
明
確
に
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
史
料
は
、
『
大
日
本
古
文
書
』
に
収
め
ら
れ
た
文
書
・
帳
簿
に
ほ
ぼ
限
定
す
る
。
そ
こ
か
ら
得
た
知
見
を
も
と
に
他
史
料
に
向
か
え
ば
良
い

し
、
そ
れ
が
可
能
な
だ
け
の
情
報
量
を
、
正
倉
院
文
書
を
ほ
ぼ
網
羅
し
た
『
大
日
本
古
文
書
』
は
蔵
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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＠＠o

『
日
本
学
士
院
紀
要
』
一
七
一
三
、
一
九
五
九
年
。

『
日
本
古
文
書
学
講
座
』
古
代
編
1
、
一
九
七
九
年
。

『
奈
良
平
安
時
代
史
論
集
』
下
、
一
九
八
四
年
。

　＠

、こ

一の
九ほ
六か
八’
年塩
）田
が陽
あ一
る

。裳
　内
　裏
　宣
　L
　に
　つ
　い
　て
　L．

（『

A
日
本
紀
研
究
』
一
四

1
　
宣
　
の
　
実
　
体

　
本
章
で
は
、
宣
と
い
う
語
で
表
現
さ
れ
る
命
令
の
実
体
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

数
量
を
示
し
、
奈
良
時
代
の
宣
の
全
体
像
を
素
描
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
宣
の
用
途
に
よ
る
分
類
と

σD

驕
@
の
　
概
　
要

奈良時代の宣（吉川）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
正
倉
院
文
書
の
大
部
分
は
、
写
経
所
関
係
の
文
書
・
帳
簿
で
あ
る
。
本
稿
で
扱
う
宣
も
、
ほ
と
ん
ど
が
写
経
所
関
係
の
史
料
に
出
現
す
る
。

宣
は
そ
の
用
途
か
ら
、
a
写
経
を
命
ず
る
宣
、
b
経
典
の
輝
々
を
命
ず
る
宣
、
c
物
品
の
出
納
を
命
ず
る
宣
、
d
そ
の
他
、
の
四
種
に
大
別
す

　
　
　
　
　
　
②

る
こ
と
が
で
き
る
。

a
　
写
経
を
命
ず
る
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
ま
ず
、
写
経
事
業
に
最
も
密
着
し
た
、
写
経
そ
の
も
の
を
命
ず
る
宣
を
取
り
上
げ
る
。

　
正
倉
院
文
書
を
残
し
た
写
経
所
は
光
明
皇
后
の
皇
后
宮
職
の
写
経
所
に
始
ま
り
、
揚
場
と
名
称
を
幾
度
か
変
え
つ
つ
、
最
終
的
に
は
造
東
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

寺
司
の
写
経
所
と
し
て
活
動
を
続
け
た
。
こ
の
写
経
所
の
主
た
る
任
務
は
御
願
の
一
切
経
の
書
写
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
並
行
し
て
臨
時
に
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

定
の
経
典
を
書
写
す
る
こ
と
も
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
写
経
を
命
じ
た
宣
を
見
る
と
、
御
願
の
一
切
経
の
書
写
に
関
す
る
宣
は
僅
か
一
例

　
　
　
　
⑥

に
す
ぎ
な
い
。
残
り
の
全
て
が
臨
時
の
写
経
を
命
ず
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
内
裏
の
時
々
の
意
向
に
基
づ
く
写
経
と
考
え
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

が
、
私
願
事
も
含
ん
で
い
る
。
宣
者
は
ま
さ
に
僧
俗
男
女
多
種
多
様
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
種
の
宣
は
天
平
八
年
か
ら
宝
亀
二
年
ま
で
の
長
期

間
に
わ
た
っ
て
出
現
す
る
。
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⑧

　
写
経
を
命
ず
る
宣
の
多
く
は
、
宣
を
受
け
た
事
実
を
明
記
し
た
だ
け
の
二
次
的
な
史
料
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
写
経
目
録
、
底
本
や
紙
の
出

納
帳
簿
、
布
施
請
求
文
書
や
そ
の
下
書
き
、
な
ど
の
複
数
の
史
料
に
同
一
の
宜
が
何
度
も
出
現
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
種
の
宣
は
の

べ
四
三
一
通
見
え
る
が
、
実
際
に
は
一
七
一
通
が
発
さ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
同
一
の
宣
が
平
均
二
・
五
二
園
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

b
　
経
典
の
奉
誇
を
命
ず
る
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
宣
の
中
で
最
も
多
い
の
が
、
経
典
奉
戴
を
命
ず
る
宣
で
あ
る
。
「
奉
請
」
と
は
、
貸
出
・
借
用
の
双
方
を
意
味
す
る
概
念
で
あ
る
。
従
っ
て
、

あ
る
奉
請
が
貸
・
借
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
慎
重
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
宣
に
よ
る
経
典
奉
請
は
大
部
分
が
写
経
所
か
ら
の
貸
出

に
関
す
る
も
の
と
考
え
て
良
い
。
何
と
な
れ
ば
、
写
経
所
が
他
の
寺
や
僧
か
ら
経
典
を
借
用
す
る
の
は
写
経
の
底
本
と
す
る
た
め
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

一
切
経
書
写
の
場
合
に
は
底
本
奉
請
の
宣
は
ほ
と
ん
ど
発
さ
れ
て
い
な
い
。
　
一
方
、
臨
時
の
写
経
の
場
合
、
借
用
の
宣
が
必
要
に
な
る
の
は
、

発
願
者
か
ら
底
本
が
提
供
さ
れ
ず
、
し
か
も
写
経
所
に
集
積
さ
れ
た
一
切
経
が
底
本
に
利
用
で
き
な
い
時
に
限
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
実
際
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

臨
時
写
経
の
底
本
の
借
用
そ
の
も
の
を
命
じ
た
宣
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
の
よ
う
に
経
典
奉
請
を
命
ず
る
豊
の
大
部
分
は
写
経
所
か
ら
の
貸
出

に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
経
典
の
借
用
を
命
ず
る
宣
は
特
殊
な
例
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
宣
に
よ
っ
て
写
経
所
か
ら
貸
出
さ
れ
た
経
典
の
大
部
分
は
、
書
写
さ
れ
た
一
切
経
と
見
て
良
か
ろ
う
。
一
切
経
は
い
く
つ
も
の
櫃
に
収
め
ら

れ
て
い
た
が
、
そ
の
貸
出
は
櫃
毎
に
記
録
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
一
通
の
宣
で
複
数
の
櫃
の
経
典
が
貸
出
さ
れ
た
場
合
、
史
料

上
は
別
の
宣
の
よ
う
に
見
え
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
同
一
日
同
一
人
に
よ
る
同
一
場
所
へ
の
奉
請
の
宣
を
重
複
記
事
と
見
る
な
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
べ
四
八
○
通
の
奉
請
の
宣
の
実
数
は
、
三
二
三
通
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
種
の
宣
の
初
見
は
天
平
十
二
年
、
心
見
は
宝
亀
五
年
。
こ
こ

で
も
宜
者
は
多
様
で
あ
り
、
二
次
的
な
史
料
が
多
い
。

c
　
物
品
出
納
を
命
ず
る
宣

　
写
経
所
で
は
、
写
経
事
業
を
運
用
す
る
た
め
に
多
様
な
物
贔
が
収
納
・
出
用
さ
れ
た
。
宣
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
発
さ
れ
て
お
り
、
八
九

通
（
の
べ
一
〇
二
通
）
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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奈良時代の宣（吉川）

　
ま
ず
、
経
典
の
材
料
（
紙
・
緒
・
軸
・
筆
・
墨
な
ど
）
の
出
納
に
あ
た
っ
て
宣
が
発
さ
れ
た
場
合
が
あ
る
。
全
部
で
六
〇
通
あ
る
が
、
紙
の
出
納

の
宣
が
最
も
多
い
。
宣
言
は
造
寺
司
宮
人
が
大
部
分
で
あ
る
。
事
由
は
、
写
経
料
紙
を
本
来
の
用
途
以
外
に
使
用
す
る
も
の
か
、
料
紙
を
内
裏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

な
ど
に
送
還
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
尋
常
で
な
い
使
用
・
支
出
の
場
合
に
特
に
宜
が
発
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
緒
な
ど
の
出
納
に

関
す
る
宜
に
も
便
用
・
移
送
を
事
由
と
す
る
も
の
が
多
く
、
納
入
の
宜
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
了
得
・
席
・
経
台
な
ど
の
写
経
関
係
の
調
度
の
出
納
を
命
ず
る
宣
が
一
五
通
。
ほ
ぼ
全
て
が
他
所
へ
の
移
送
を
命
じ
た
も
の
で
、

宜
者
も
造
寺
司
官
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
布
施
・
銭
・
米
な
ど
、
写
経
野
業
の
経
費
に
属
す
る
物
品
の
出
納
の
宣
が
一
四
通
。
便
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

や
給
付
な
ど
の
支
繊
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
た
だ
し
、
銭
の
納
入
を
命
じ
た
も
の
と
解
し
得
る
宣
も
存
在
す
る
。

　
以
上
が
写
経
所
に
お
け
る
物
品
出
納
の
宣
で
あ
る
。
造
寺
司
官
人
を
宣
者
と
し
、
尋
常
で
な
い
使
用
や
移
送
を
命
じ
た
も
の
が
大
半
を
占
め

⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

た
。
な
お
、
写
経
所
以
外
の
史
料
で
は
、
正
倉
院
宝
物
の
出
蔵
を
命
ず
る
宣
が
見
ら
れ
る
。
七
通
（
の
べ
二
九
通
）
す
べ
て
が
内
裏
の
意
を
受
け

た
も
の
と
思
し
い
。
ま
た
、
出
納
に
関
係
し
た
は
ず
の
造
寺
司
官
人
は
宣
者
と
し
て
現
れ
ず
、
写
経
所
の
出
納
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

d
　
そ
の
他
の
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
最
後
に
、
a
～
c
の
分
類
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
七
五
通
（
の
べ
＝
九
通
）
の
宣
に
触
れ
て
お
く
。

　
ま
ず
目
に
つ
く
の
が
、
天
平
宝
字
六
年
の
石
山
寺
造
営
を
め
ぐ
る
宣
二
一
通
（
の
べ
四
七
通
）
で
あ
る
。
こ
の
造
営
事
業
は
関
係
史
料
が
正
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

院
文
書
中
に
遺
存
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
造
営
を
指
揮
し
た
良
弁
な
ど
の
宣
が
そ
の
中
に
言
い
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
良
弁
は
石
山
と

奈
良
を
往
還
し
、
造
営
な
ど
に
関
す
る
雑
多
な
宣
を
発
し
て
い
た
。
ま
た
、
内
裏
か
ら
の
宣
も
晃
え
る
が
、
女
官
の
宣
だ
け
で
な
く
、
良
弁
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

内
裏
宣
を
伝
達
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
造
石
山
寺
所
別
当
の
安
都
雄
足
、
造
東
大
寺
司
政
所
や
官
人
な
ど
の
宣
も
見
え
る
が
、

い
ず
れ
も
臨
時
の
処
分
と
思
し
い
。

　
次
に
あ
げ
る
べ
き
は
、
議
政
官
の
宣
で
あ
る
。
ま
ず
、
太
政
官
符
・
太
政
官
牒
に
引
用
さ
れ
た
宣
は
、
や
は
り
平
安
時
代
に
一
般
化
す
る
上

⑫宣
の
源
流
で
あ
ろ
う
。
著
名
な
九
条
家
本
『
延
喜
式
』
裏
文
書
の
官
符
中
の
も
の
を
含
め
、
全
部
で
一
九
通
（
の
べ
二
八
通
）
。
　
一
方
、
官
符
・
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官
牒
以
外
に
も
議
政
宮
の
宣
は
少
な
く
な
い
が
、
参
議
の
宣
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
上
宣
と
の
関
係
は
慎
重
に
考
察
さ
れ
ね
ぼ
な
る
ま
い
。
全
部

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
＝
一
通
（
の
べ
一
八
通
）
。

　
ま
た
、
あ
る
官
司
が
被
管
官
司
や
個
人
宛
に
発
す
る
宣
も
見
ら
れ
る
。
鼠
～
c
以
外
で
は
、
節
度
使
・
玄
蕃
寮
・
中
務
省
・
文
部
省
の
宣
各

　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

一
通
が
あ
る
。
他
の
史
料
に
は
、
こ
の
ほ
か
太
政
宮
・
弁
官
・
民
部
省
・
弾
正
台
の
宣
が
見
え
る
。
個
人
の
宜
が
大
多
数
を
占
め
る
中
に
あ
っ

て
特
殊
な
存
在
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
雑
多
な
宣
が
一
九
通
（
の
べ
一
＝
通
）
確
認
で
き
る
。
内
訳
は
、
造
仏
関
係
三
通
、
荘
園
関
係
三
通
、
召
喚
三
通
、
人
・
物
の
送

進
六
通
、
そ
の
他
四
通
で
あ
る
。

　
以
上
、
『
大
日
本
古
文
書
』
に
見
え
る
、
の
べ
＝
六
一
通
、
重
複
分
を
除
い
た
実
数
六
六
五
通
の
宣
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
　
一
覧
表
を
示

し
た
ほ
う
が
明
快
か
つ
厳
密
で
は
あ
る
が
、
宜
の
現
わ
れ
方
・
用
途
・
数
量
の
大
枠
は
提
示
で
き
た
か
ら
、
論
の
前
提
と
し
て
の
役
割
は
果
た

し
得
た
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
宣
の
実
体

　
本
節
で
は
、
二
通
の
宣
を
例
と
し
な
が
ら
、
宣
の
実
体
の
一
端
を
解
明
し
て
い
き
た
い
。

a
　
天
平
勝
宝
元
年
九
月
の
喩
伽
論
奉
請
の
宣

　
ま
ず
、
次
の
二
つ
の
史
料
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
（
と
も
に
一
一
一
七
三
）
。

　
　
　
③
　
奉
請
経
事

　
　
　
　
　
　
　
右
、
奉
色
々
紙
写
維
珂
論
、
随
将
奉
写
、
感
奮
今
時
令
奉
請
。
解
状
注
申
送
。

　
　
　
　
　
　
尼
公
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
平
勝
宝
元
年
九
月
八
日
主
典
葛
井
連
濃
墨
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奈良時代の宣（吉川）

②

付
従
国
嶋

東
大
寺
写
経
所
謹
奏

喩
伽
論
六
駕
髭
編
藝
讐
月
丈
ハ
旦
贅
嚢
髭
語
口
人
成
」

　
右
、
依
葛
井
根
道
今
日
宣
、
貢
進
如
前
。
但
表
紙
色
未
仰
給
、
不
得
旭
蟹
。
謹
奏
。

　
　
　
　
　
　
　
　
天
平
勝
宝
元
年
九
月
八
日
玄
蕃
頭
従
五
位
上
　
　
　
　
　
　
王

右
の
二
通
の
文
書
は
、
天
平
勝
宝
元
年
～
四
年
に
お
け
る
喩
伽
論
百
巻
の
書
写
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
書
写
を
担
当
し
た
造
東
大
寺
司
写
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

所
は
底
本
を
僧
綱
に
求
め
た
が
、
そ
の
貸
借
に
関
す
る
一
連
の
文
書
が
「
喩
伽
論
帳
偏
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
①
②
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。

①
は
、
写
し
終
っ
た
直
販
論
を
内
裏
に
責
請
（
1
1
至
善
）
せ
よ
と
の
尼
公
の
宣
を
、
造
東
大
寺
司
主
典
の
葛
井
鼻
聾
が
写
経
所
に
伝
え
た
も
の
。

こ
れ
を
承
け
、
既
に
写
し
終
え
て
い
た
六
巻
を
進
上
し
た
送
り
状
の
控
え
が
、
②
で
あ
る
。
表
紙
も
着
け
な
い
ま
ま
急
遽
躍
進
し
て
い
る
点
、

①
の
「
不
過
様
時
令
新
雨
」
な
る
文
言
と
ま
さ
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
②
が
①
の
奥
に
追
記
さ
れ
て
い
る
の
も
両
史
料
の
直
接
の
関
連
性
を
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

語
る
。
こ
の
よ
う
に
、
①
②
は
命
令
と
そ
の
履
行
と
い
う
密
接
な
関
連
の
も
と
に
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
史
料
①
②
で
注
意
す
べ
き
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
同
じ
内
容
の
命
令
が
、
①
で
は
「
尼
公
宣
」
、
②
で
は
「
蔦
井
根
道
宣
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
点
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

尼
公
↓
根
道
↓
写
経
所
、
の
経
路
で
宣
が
伝
達
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宣
の
伝
達
が
行
な
わ
れ
た
場
舎
、
伝
達
し
た
人
物
も
尋
者
と

し
て
現
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
言
え
る
。
現
に
、
あ
る
史
料
で
宣
を
「
奉
」
っ
て
い
る
人
物
が
、
別
の
史
料
で
は
そ
の
宣
の
宣
者
と
し
て
現
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

れ
る
事
例
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
事
実
か
ら
、
同
一
内
容
の
宣
に
つ
い
て
異
な
っ
た
人
物
が
宣
者
と
し
て
見
え
る
時
、
そ
の
背

後
に
宣
の
伝
達
が
存
在
し
た
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
一
は
、
そ
れ
ら
全
て
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
①
②
を
含
め
、
二

八
例
が
確
認
さ
れ
る
。

　
第
二
に
、
①
が
宣
を
伝
え
る
文
書
で
あ
る
点
。
平
安
時
代
の
宣
旨
は
、
宣
を
承
っ
た
官
人
が
そ
れ
を
文
書
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
点
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〈表一〉竃者の相違

年月日陣馴 宣　者1（出典） 宣　者2（出典） 1備考

天平15。2，5

　　15．　8．12

　　15．11．工7

　　16．　9．10

　　18．　2．28

　　18．　3．　3

　　18．10．11

　　18．12．　4

　　19．　1．28

　　19．　7．27

　　19．　11．　19

　　20．　8．　2

　　20．12．　4

　　20．　12．　18

感宝　 1。　5．30

勝宝　1．　7．23

　　1．　9．　8

　　3．　6．　8

　　4．　8．25

　　5．　2．　7

　　5．　5．IU

　　5．　8．18

宝字2．6．16

　　2．　7．　4

　　2．　8．16

　　4．　4．15

　　8．　8．25

ネ申護　1．　5量　6

経
経
経
財
経
衆
母
日
経
二
黒
請
請
経
籍
講
請
請
経

写
写
写
写
写
写
奉
画
工
写
要
塞
奉
写
奉
奉
奉
奉
写

写経1政所（2一・・1）

請
経
経
経
線
請
請

轟
轟
薬
毒
写
奉
書

尼公（10－375，10－378）

尼公（10－375，10－378）

春宮坊赦所（8－370J　11－170，＆）

尼公（10－375，10－378）

尼公（10－375，10－378）

尼公（10－375，10－378）

＝fミ：養命女監｝（11－451）

プミ：養命女山｝（9－329）

尼公（10－376，10－378）

膿八二中村（8－371，10一一442，　＆）

尼公（10－597，10－602，＆）

行僑（11－227，11－359）

行僑（11－227，11－359）

韮行家弟出（10－610）

佐伯今毛人（13－193）

尼公（11－73）

板野命婦（12－1）

良弁（12－353）

飯高韓国（12－337）

難餅鯉83）
飯高・錦部（13－23）

藤原f中麻呂（13－245，14－258，＆）

藤原4中麻呂（4－274，14－258）

竃三原イ中麻呂（14－172，14－258，＆）

藤原仲麻呂（14－393）

明塚尼公（16－552）

大平信証（5－528）

史生田次万呂（8－337）

判茸原ヨ三（】、0－375＊）

市原三E（8－371，10－375＊）

高屋赤麻呂（10－375，10一・378）

市原ヨE（9－64，10－375＊）

市原ヨE三（9－64，10－375＊）

市原王（8－582，9－66，＆）

田辺真人（11－225，11－358）

皇后宮少目州原凡（3－414）

佐伯今細入（9－68，10－376＊）

真側女（9－452＊）

佐伯今織人（3－471，10－589，＆）

佐伯今毛人（11－452，12－260，＆）

騒音IS真道（11－450，12－259）

佐伯今毛人（3－239，10－593，＆）

ltrll：産道（11－451，12－259聲使）

葛井球道（3－319，11－73）

佐伯今毛人（12－2）

石川・上毛野（4－90）

書置部内侍（3－599）

佐娘今毛人（12一一433）

佐伯今毛人（9－612＊）

高丘比良麻呂（4－311，　14－45，　＆）

亨也原粟守（4－311，14－45，＆）

薯U［　W：粟守（4－348，14－234，＆）

高丘上ヒ良麻呂（14－411）

道鏡（16－557）

道鏡（5－528）

　
七

四
四

四

六
六

二
二

五

五

二六

（？）

二六

●年月日は史料によってやや異なる揚州もある。

・出典はr大日本古文書』の巻一買である。三つ以上存在する場合は‘‘＆”で表し，二つの

　み円した。

◎抹消されている史料には‘‘＊”をつけた。

◎備考欄の数字は当該番号の蓑にも現われることを示す。

・三者名などは必ずしも史料の表記に忠実ではない。

。凡例は蓑一～七に共寵する。
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奈良時代の宣（吉川）

備考

〈表ご〉宣＝文書

宣（出典）

一

六
）
穴
　
　
　
六
　
　
　
　
六

一
〇
一
　
一
六
　
　
一

文書（出典）

皇后宮職牒（9－329）

奉請文（10－276）

寺堂司牒（3吸29）

奉請文（11－73）

奉請文（24－607）

奉請文（12－1）

奉請文（25－37）

宣文（4－274）

宣文（5－402）

道鏡牒（5－447）

託言青1蹉（5－528）

年月日】種類
皇后宮少属川原凡（3－414）

佐伯今毛人（10－382，11－450，＆）

良弁（24－176）

葛井根道（3－319，11－73）

安宿ヨE宮（24－168）

佐伯今毛人（12－2）

市原ヨ三（3－553）

評遊原栗守（4－311，14－251，＆）

道鏡（16－367）

道鏡（5－45e，16－414，＆）

道鏡（5－528，大尼延享と）

請
請
翌
日
請
請
請
経
経
企
請

奉
奉
奉
奉
奉
奉
奉
二
子
写
奉

天平19．1．28

　　20．　9．22

　　20．　10．　28

勝宝1．9，8
　　　1．11．　3

蟹
謡
鷲

a
a
2
7
，
乳
L

　
　
欝
　
徽

で
は
葛
井
三
道
の
自
筆
の
文
書
た
る
①
も
同
様
で
あ
る
。
即
ち
、
宣
旨
の
よ
う
な
文
書
を
「
宣

の
原
文
」
と
い
う
の
な
ら
、
そ
れ
は
奈
良
時
代
に
も
存
在
す
る
と
言
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

H
章
で
詳
述
し
た
い
が
、
正
倉
院
文
書
に
は
宣
を
伝
え
る
文
書
が
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
。

現
在
確
認
し
て
い
る
も
の
で
、
個
人
が
宣
を
伝
え
る
文
書
は
一
九
通
に
の
ぼ
る
（
∬
章
表
六
）
。

　
第
三
に
、
②
で
若
者
と
し
て
現
わ
れ
る
葛
井
根
治
が
、
①
の
文
書
の
署
名
岩
で
あ
る
点
。
根

道
は
こ
の
文
書
を
使
者
で
あ
る
国
嶋
に
授
け
て
送
っ
て
い
る
か
ら
、
写
経
所
に
は
自
ら
口
頭
伝

達
を
行
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
史
料
に
「
宣
」
と
記
さ
れ
て
い
て
も
、
宣
を

承
け
た
側
に
直
接
の
旦
顕
伝
達
が
な
さ
れ
た
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
宣
の
実
体
が
文
書
で

あ
り
、
曲
者
の
実
体
が
文
書
の
署
名
者
で
あ
る
場
合
も
あ
る
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
表
二
に

そ
れ
ら
を
示
し
た
。

　
①
②
は
、
以
上
の
よ
う
な
興
味
深
い
事
実
を
、
集
中
的
に
表
現
す
る
史
料
な
の
で
あ
る
。

b
　
天
平
勝
宝
三
年
九
月
の
維
摩
経
堂
奉
請
の
宣

　
次
に
、
も
う
一
つ
の
例
を
検
討
し
て
お
く
（
三
1
五
五
六
、
＝
一
一
四
二
）
。

③④

誰鞘

ﾙ
り
経
疏
一
部
六
巻
董
師
春
日

　
右
、
依
判
官
石
川
朝
臣
・
上
毛
野
看
去
天
平
勝
宝
三
年
九
月
二
日
宣
、
令
奉
請
寺
主
平

　
栄
師
所
。
使
奴
乗
川
麻
呂
。
　
　
　
　
　
　
　
　
検
充
君
田
水
主

「
四
年
四
月
三
日
検
納
已
詑
。
知
三
島
宗
麻
呂
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呉
原
生
人

意
牒
　
　
　
写
経
司
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請
維
摩
経
疏
随
皆
悉
有
者

　
　
　
　
　
　
右
、
依
有
応
勘
字
、
件
疏
奉
講
如
前
。
以
牒
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
平
勝
宝
三
年
九
月
二
日

　
　
　
　
寺
主
「
平
栄
」
　
　
　
　
　
「
判
官
石
川
朝
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
君
真
人
」

③
④
は
、
天
平
勝
宝
三
年
九
月
の
維
摩
経
疏
奉
請
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。
③
は
経
典
の
奉
請
を
記
録
し
た
帳
簿
の
一
部
。
造
東
大
寺
司
の
判

官
石
川
朝
臣
豊
麻
呂
・
上
毛
町
君
真
人
の
宣
に
よ
っ
て
、
平
栄
に
奉
請
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
実
際
に
経
典
の
出
納
に
当
た
っ
た
の
は
、

写
経
所
案
主
の
他
田
水
主
。
④
は
、
奉
請
を
申
請
す
る
東
大
寺
牒
と
そ
れ
を
許
可
す
る
号
音
。
先
の
二
名
の
判
官
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
両
史

料
を
総
合
す
れ
ぼ
、
ω
東
大
寺
が
牒
に
よ
っ
て
奉
請
を
申
請
す
る
、
②
造
寺
司
官
人
が
牒
の
奥
に
判
署
し
て
許
可
す
る
、
③
写
経
含
量
主
が
出

納
し
て
帳
簿
に
記
録
す
る
、
と
い
う
過
程
が
読
み
取
れ
る
。

　
史
料
③
④
で
は
、
次
の
二
点
に
注
飼
し
た
い
。

　
第
一
に
、
⑧
で
宣
者
と
し
て
現
わ
れ
る
人
物
が
、
④
で
は
暴
発
の
主
体
で
あ
る
点
で
あ
る
。
理
工
す
れ
ば
、
③
の
「
宣
」
の
実
体
は
④
の
判

署
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
判
暑
は
史
料
に
よ
っ
て
は
許
可
文
言
を
有
す
る
上
文
と
な
り
、
判
文
を
簡
略
に
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
の
が
判
型
だ
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
ら
、
よ
り
一
般
的
に
は
、
惚
者
1
1
判
文
の
署
名
者
、
宣
1
1
判
文
、
と
い
う
場
合
が
あ
る
、
と
言
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
裏
三
に
そ
れ
ら
を
一
覧
に
し
た
。

　
な
お
、
右
の
点
と
関
連
す
る
と
思
し
い
の
は
、
あ
る
宣
と
岡
一
の
命
令
が
、
別
の
史
料
で
は
「
～
判
」
と
表
現
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う

事
実
で
あ
る
。
　
こ
の
「
宣
」
と
「
判
」
の
通
用
は
、
背
景
に
判
文
・
判
署
が
あ
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
表
四
が
現
在
確
認
し
て
い
る
宣
一

「
判
」
の
例
の
す
べ
て
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
第
二
に
注
目
す
べ
き
は
、
二
名
の
御
者
を
持
つ
宣
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
表
五
に
網
羅
し
た
が
、
特
殊
な
も
の
を
除
け
ば

10　（512）



奈良時代の宜（吉川）

〈表三〉宣＝古文

年月日陣類i 宣㈱典） 1難文購
請
請
講
請
請
講
請

奉
奉
奉
奉
奉
奉
奉

1
2
8
2
3
2
5
9
1

軌
a
鳳
翫
＆
珪
4

3
。
3
3
．
生
生
生
6

宝勝 佐伯今毛人（3－555＝＝良弁と）

石川・上毛野（3－556）

石川豊強（3－557）

佐伯・阿刀（12－310）

石川・上毛野（4－90）

佐伯・大蔵（4－91，10－327）

上毛野；真人（3－650）

五
五
　
五
五
五
四

姐
鑑
欝
5
3
犯

㍗
か
か
療
か
ひ
絡

1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
2
　
3

※＝写経所への符。判文に準じた。

〈蓑四〉宣　丁　「判」

鮭日置類1 宣（出典） 判（出典） 1備考

天平15。ユ1．ユ7

　　16．　9．10

　　18．12．　4

勝宝5．9．3

　　6．　4．　1

　　6．　8．　22

　　7．　2．19

　　7．　4．19

宝で琶3．3．7

経
経
請
電
請
請
請
請
納

写
写
奉
奉
奉
奉
奉
奉
出

長宮三E宜（8－371）

高屋赤麻二二（10－375，10－378）

田辺判官宣（11－225，11－358）

政所宣（3－643）

判官上毛野君宣（3－650）

判官石川朝臣宜（3－652）

長官佐伯大夫宣（3－654）

長官佐｛中宿ネホ宣（4－85）

少判官宣（19－248）

判ヨE…（8－368，24－272）

半U進膳令史（24－272）

判田辺（24－181）

司判（3－643）

半［1宮上毛野君半IS（10－328）

判官石川朝臣判（10－328）

長官判（10－328）

長官寒紅（工G－328）

政所判（6－383，20－222）

一七

大
部
分
が
造
東
大
寺
司
官
人
二
名
の
宣
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
も
、
そ
の
実
体
は
判
文
・
判
署
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
判
文
へ
の
署
名
は
三
主
な
の
に
、
宣

で
は
二
名
だ
け
が
現
わ
れ
る
と
い
う
例
も
あ
り
、
出
現
年
代

の
偏
り
と
併
せ
て
注
意
を
要
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
③
④
は
宣
が
官
司
内
で
の
事
務
決
裁
と
密

接
に
関
連
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
表
現
す
る
史
料
で
あ
る
。

　
以
上
、
a
b
の
二
つ
の
事
例
を
素
材
と
し
て
、
宣
の
実
体

を
探
っ
て
き
た
。
各
表
に
あ
げ
た
事
例
は
、
重
複
分
を
除
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ば
八
○
例
に
の
ぼ
り
、
宣
全
体
の
八
分
の
一
と
な
る
。
宣
は

二
次
的
な
記
録
と
し
て
史
料
上
に
現
わ
れ
る
も
の
が
多
く
、

そ
れ
ら
は
史
料
と
し
て
の
情
報
量
が
少
な
い
か
ら
、
僅
か
八

分
の
一
で
は
あ
っ
て
も
宣
全
体
の
性
格
を
知
る
上
で
は
大
き

な
役
割
を
果
た
す
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
得

ら
れ
た
知
見
を
少
し
く
敷
堅
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
宣
の
実
体
が
文
書
や
三
文
で
あ
り
、
宣
者
と
は
そ

れ
ら
へ
の
署
名
者
で
あ
る
、
と
い
う
場
合
が
あ
っ
た
事
実
は

重
要
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
、
「
宣
」
と
認
す
か
ら
口
頭
伝
達
で

あ
る
、
と
単
純
に
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
そ
れ
が
顕
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し
た
、
宣
を
伝
え
る
文
書
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
彼
女
ら
自
身
が
か
か
る
文
書
を
作
成
・
署
名
し
な
か
っ
た
可
能
性
を
示
す

も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
女
官
・
尼
は
、
ま
さ
に
口
頭
で
造
寺
司
官
人
に
命
令
を
伝
え
、
そ
れ
が
官
人
に
よ
っ
て
記
録
・
文
書
化
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
女
性
の
宣
の
大
部
分
は
内
裏
の
意
志
に
基
づ
く
も
の
、
即
ち
勅
旨
・
令
旨
の
伝
宣
で
あ
っ
た
と
見
て
大
過
な
い

　
　
　
　
⑯

と
思
わ
れ
る
。

〈表五〉二名の宣

隆肝睡蛮 野　　者 s 出　　典 1備考

納
請
納
納
請
訪
請
詰
請
納
請
講
請
請
請
銀
経
請
請
請
請
請
請
請
請
請

出
奉
出
出
奉
泰
奉
奉
奉
出
奉
奉
奉
奉
奉
蟻
聚
奉
奉
奉
華
墨
奉
奉
奉
奉

麗
繰
湯
課
鋤
骨
乾
霧
麗
鍵
麟
碑
鵬
謡

a
3
，
a
翫
a
3
、
4
4
。
4
。
4
4
a
臥
5
，
5
。
翫
a
5
翫
5
。
5
。
翫
5
a
乳
7
，

宝勝

宇宝

長官布原・次官佐．1由

良弁・次官佐伯

次官佐伯・主典薦井

次窟佐伯・判官上毛野

良弁・次宮佐伯

判官石川・判宮上下野

次官佐イ臼・主典阿刀

次官佐偵・主典阿刀

判官石州・判官上毛野

判官上毛野・主典阿刀

次官佐伯・判官大蔵

次官佐偵・主典阿刀

次官佐伯・判官石川

次官佐伯・判官石川

川宮佐伯・判官大蔵

判官上毛野・主典阿刀

次官佐伯・判官大蔵

次官佐偵・判官石川

次官佐伯・主典陪刀

次官佐イ白　●　…野晒官上毛野

判官上毛野・主典阿刀

次官佐偵・判官大蔵

飯高命婦・錦部命婦

良弁・次官佐伯

次宮大蔵・判宮石川

少僧頭・道鏡

3－485

3一一545，

11－6

11－278＊，　11一一544Xt

3－555

3一一556

4一一89

12－310

4一一90

3－596，　12－335

4－91，　le－327

12－387

4－92

4－92

4一一93

4－94

12－422

12一一389

12－433

4一一94，　12－390

12－434

4－95

13－23

13－64

4－86

5－456 七

著
な
の
は
造
東
大
寺
司
官
人
の
宣
で
あ
っ
て
、

ま
さ
に
文
書
行
政
に
密
着
し
た
命
令
そ
の
も
の

が
、
「
宣
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
勿
論
、
宣
者

が
署
名
す
る
場
合
に
は
、
多
く
の
場
合
同
時
に

口
頭
で
の
命
令
が
行
な
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
文
書
行
政
を
離
れ
て
口
頭
伝
達
が
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

在
す
る
の
で
は
な
く
、
官
司
の
内
部
で
は
両
者

は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
相
互
に
補
い
含
い
な

が
ら
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
こ
こ
で
は
強

調
し
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
全
て
の
宣
が
〈
署
名
鱗
茎
細
辛
〉
の

図
式
で
割
り
切
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
、

女
官
・
尼
は
決
し
て
署
名
者
と
し
て
は
現
わ
れ

な
い
。
三
者
の
相
違
（
H
宣
の
伝
達
）
の
事
実
が

か
な
り
検
出
さ
れ
る
の
に
、
女
官
・
尼
が
署
名
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奈良時代の宣（告川）

　
こ
う
し
て
、
正
倉
院
文
書
の
宣
に
、
ω
造
寺
司
官
人
の
宣
、
②
女
官
・
尼
の
宣
、
の
二
つ
の
類
型
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
で
は
、

そ
の
性
格
か
ら
考
え
て
、
ω
を
〈
宜
一
－
判
〉
、
②
を
〈
採
点
の
宜
〉
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
文
書
行
政
と
の
関
連
、
勅
旨
・
令
旨
宣
伝
と
の

密
着
度
、
の
二
点
に
お
い
て
両
者
は
対
照
的
な
様
椙
を
示
し
、
一
括
し
て
論
じ
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
従
っ
て
、
a
b
で
検
出
さ
れ
た
宣
1
1

文
書
・
官
憲
と
い
う
宣
の
実
体
、
文
書
行
政
と
の
密
接
な
関
連
は
、
造
寺
司
な
ど
の
官
司
機
講
の
内
部
（
宣
一
文
書
に
つ
い
て
は
皇
宮
官
人
や
僧
の

宣
も
）
に
お
い
て
の
み
主
張
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
内
裏
な
ど
か
ら
の
宣
の
伝
達
や
宣
の
「
原
文
篇
に
つ
い
て
は
、
土
田
説
を
よ
り
深
め
る
手
が
か
り
を
得
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

章
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
①
　
吉
田
孝
「
律
令
時
代
の
交
易
」
（
『
律
令
上
家
と
古
代
の
社
会
』
、
一
九
八
三
年
、
　
　
　
　
　
　
福
寿
寺
造
物
所
（
天
平
十
三
年
閾
三
月
～
十
四
年
五
月
）

　
　
発
｛
表
は
六
五
年
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
光
明
寺
臨
旭
物
所
…
（
鷹
八
平
十
四
環
＋
六
月
～
二
十
加
午
七
目
月
）

②
　
用
途
別
の
宣
の
個
数
を
述
べ
る
場
合
、
本
来
は
一
覧
表
を
示
し
て
宣
者
・
事
由

　
．
出
典
な
ど
を
閉
出
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
表
が
巨
大
な
る
も
の
に
な
る
の
で
割

　
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
今
後
新
た
に
得
ら
れ
た
知
見
に
よ
っ
て
史
料

　
の
解
釈
を
訂
正
す
る
必
要
が
生
じ
、
そ
の
結
果
、
本
稿
に
示
し
た
数
字
に
若
干
の

　
変
更
を
み
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
の
数
字
は
現
時
点
で
の
目
安

　
と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
は
宣
の
個
数
を
数
え
る
単
位
と
し
て

　
「
通
」
を
用
い
る
。

③
写
経
に
付
随
す
る
、
用
度
勘
注
や
当
番
を
命
ず
る
宣
な
ど
も
含
め
た
。

④
福
山
敏
男
「
奈
良
朝
に
於
け
る
写
経
所
に
関
す
る
研
究
」
（
『
福
出
敏
男
著
作

　
集
』
二
、
一
九
八
二
年
、
発
表
は
三
二
年
）
。
な
お
、
こ
の
写
経
所
を
直
接
管
轄

　
し
た
機
構
に
つ
い
て
は
、
福
山
論
文
・
岸
俊
男
「
東
大
寺
を
め
ぐ
る
政
治
的
情

　
勢
」
（
『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
、
一
九
六
六
年
、
発
表
は
五
六
年
）
・
栄
原
永
遠

　
男
「
初
期
写
経
所
に
関
す
る
二
一
二
の
問
題
」
（
『
日
本
政
治
社
会
史
研
究
臨
上
、
一

　
九
八
四
年
）
を
勘
案
し
て
次
の
よ
う
に
理
解
し
て
お
く
。

　
　
　
皇
　
盾
　
宮
　
職
（
～
天
平
十
二
年
四
月
）

　
　
造
束
大
寺
司
（
天
平
ご
十
年
七
月
～
）

　
ま
た
、
以
下
の
叙
述
の
中
で
「
造
（
東
大
）
寺
司
」
「
造
（
東
大
）
寺
司
官
人
し

　
と
記
す
場
合
、
造
東
大
寺
司
成
立
以
前
に
つ
い
て
は
右
の
機
構
・
官
人
を
指
す
も

　
の
と
す
る
。
た
だ
、
金
光
明
寺
造
物
所
は
関
係
官
司
の
官
人
の
集
合
体
と
し
て
機

　
正
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
四
等
官
制
の
形
を
と
る
造
東
大
寺
司
と
は
異
な
っ
て
い

　
る
。
従
っ
て
、
研
章
で
述
べ
る
四
等
官
制
と
判
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
造
東
大
寺

　
司
成
立
の
前
後
で
の
違
い
を
考
慮
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

⑤
一
切
経
以
外
の
臨
畦
の
写
経
を
「
問
写
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
福
山
敏

　
男
「
再
び
奈
良
朝
に
於
け
る
写
経
所
に
就
い
て
」
（
前
掲
書
所
収
、
発
麦
は
三
五

　
年
）
を
参
照
の
こ
と
。
「
特
写
」
と
は
「
依
問
二
重
奉
写
」
す
る
経
典
で
あ
る
が

　
（
薗
田
香
融
「
南
都
仏
教
に
お
け
る
救
済
の
論
理
（
序
説
）
」
『
日
本
宗
教
史
研
究
』

　
四
、
一
九
七
四
年
）
、
こ
の
「
仰
給
」
と
は
ま
さ
に
「
宣
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
例

　
え
ば
九
一
二
五
四
と
九
i
二
四
九
、
一
一
1
二
八
四
と
一
一
…
二
八
七
を
比
較
さ

　
れ
た
い
）
。
従
っ
て
、
宣
の
全
て
が
内
裏
と
関
係
す
る
わ
け
で
は
な
い
以
上
、
藤

　
田
説
の
如
く
「
間
写
」
を
「
皇
室
の
宗
長
の
仰
せ
」
に
よ
る
写
経
に
限
定
す
る
必
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要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

⑥
天
平
宝
字
四
年
の
坤
宮
官
御
願
一
切
経
の
雷
写
。
『
大
日
本
古
文
書
隠
　
四
－

　
三
〇
八
・
三
九
三
・
四
一
一
。
な
お
、
本
稿
で
『
大
日
本
古
文
書
』
を
引
用
す
る

　
場
合
は
、
巻
i
頁
の
み
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

⑦
例
え
ば
、
天
平
十
七
年
二
月
の
阿
弥
陀
経
（
二
四
一
二
七
五
）
、
十
八
年
七
月

　
の
某
経
（
九
一
六
六
）
、
天
平
勝
宝
三
年
二
月
の
弥
勒
経
（
一
一
－
四
七
二
）
、
な

　
ど
。

⑧
　
写
経
所
の
帳
簿
や
上
申
文
欝
に
経
典
名
を
記
し
、
そ
の
注
記
と
し
て
「
依
i

　
宜
奉
写
」
な
ど
の
形
で
寛
を
受
け
た
蔀
実
を
示
す
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
奉
詰
を

　
命
ず
る
宣
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

⑨
　
内
藤
乾
吉
「
正
倉
院
古
文
書
の
書
道
史
的
研
究
」
（
『
正
倉
院
の
轡
蹟
』
、
　
一
九

　
六
四
年
）
。

⑩
造
東
大
寺
司
牒
で
借
用
し
て
い
る
例
も
あ
る
（
三
－
三
一
九
・
五
一
〇
な
ど
）
。

　
な
お
、
こ
の
三
一
三
一
九
の
牒
に
よ
っ
て
借
用
ざ
れ
た
解
深
心
経
疏
は
、
一
一
－

　
四
〇
で
は
「
阿
刀
史
生
宣
」
に
よ
っ
て
奉
請
さ
れ
た
と
あ
り
、
宜
に
よ
る
一
切
経

　
底
本
奉
請
の
珍
し
い
例
か
。
た
だ
、
ほ
と
ん
ど
の
混
合
、
一
切
経
書
写
は
願
主
の

　
明
白
な
継
続
事
業
で
あ
る
か
ら
「
宣
」
を
明
示
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑪
「
間
本
納
返
帳
」
（
九
1
五
九
八
～
六
一
七
）
に
は
、
本
経
の
借
用
を
命
ず
る

　
か
に
見
え
る
宣
が
四
例
現
れ
る
が
、
う
ち
三
例
（
六
〇
四
・
穴
○
八
X
2
）
ま
で

　
が
写
経
を
命
ず
る
宣
と
解
さ
れ
、
の
こ
る
一
例
（
六
一
〇
）
も
同
様
か
も
知
れ
な

　
い
。
ま
た
、
天
平
十
九
年
に
二
例
見
え
る
四
部
律
六
巻
抄
の
本
経
借
用
の
宣
（
九

　
一
三
二
八
・
三
六
四
）
も
、
写
経
を
命
ず
る
宣
（
九
i
六
七
）
と
一
連
、
或
い
は

　
同
　
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。

⑫
一
切
経
・
間
写
経
の
底
本
も
含
ま
れ
る
か
。

⑬
奉
請
に
関
連
す
る
、
写
経
所
へ
の
経
典
の
留
置
を
命
じ
た
も
の
な
ど
も
含
め
た
。

⑭
僅
か
二
例
な
が
ら
紙
を
納
入
す
る
際
の
宣
が
存
在
す
る
が
（
一
二
～
三
四
二
、

　
三
i
六
〇
四
魏
四
－
一
）
、
本
旨
は
紙
の
使
途
の
指
示
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、

　
間
写
に
際
し
て
紙
の
納
入
を
行
な
う
宜
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
は
写
経
の
宣

　
に
含
め
て
良
か
ろ
う
。

⑮
一
五
1
；
西
、
一
六
1
三
四
〇
。
前
者
は
物
品
売
却
の
直
銭
を
納
入
す
る
も

　
の
で
、
銭
の
便
用
の
宜
と
解
す
る
の
が
妥
当
か
。
後
者
の
「
先
霞
宣
」
は
前
行
の

　
「
先
日
仰
給
」
の
言
い
換
え
と
も
思
わ
れ
、
そ
う
で
あ
れ
ば
綿
の
価
直
を
定
め
た

　
も
の
と
見
ら
れ
る
。

⑯
経
典
奉
請
の
宣
も
、
経
典
と
い
う
高
価
な
物
品
の
移
送
を
命
ず
る
宣
に
ほ
か
な

　
ら
な
い
。

⑰
　
双
倉
二
物
用
帳
・
延
暦
六
年
曝
涼
帳
・
双
倉
北
羅
文
に
現
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

　
史
料
に
つ
い
て
は
、
福
山
敏
男
「
東
大
寺
の
諸
倉
と
正
倉
院
宝
庫
」
（
『
日
本
建
築

　
史
研
究
恥
、
一
九
六
八
年
、
発
表
は
五
二
年
）
・
柳
雄
太
郎
「
正
倉
院
北
倉
の
出
納

　
関
係
文
書
に
つ
い
て
」
（
『
書
陵
部
紀
要
』
二
七
、
　
一
九
七
六
年
）
・
同
「
東
大
寺

　
献
物
帳
と
検
珍
財
帳
」
（
『
南
都
仏
教
』
三
一
、
一
九
七
三
年
）
を
参
照
。

⑱
a
～
c
の
中
に
も
議
政
官
や
官
司
の
宜
は
存
在
す
る
。

⑲
福
山
敏
男
「
奈
良
時
代
に
於
け
る
石
山
寺
の
造
常
」
（
『
日
本
建
築
史
の
研
究
』
、

　
一
九
四
三
年
、
発
表
は
三
三
～
三
五
年
）
、
岡
藤
良
敬
『
目
本
古
代
造
営
史
料
の

　
復
原
研
究
』
（
一
九
八
五
年
）
。

⑳
福
山
敏
男
「
石
山
寺
・
保
良
宮
と
良
弁
」
（
註
②
前
掲
譲
所
収
、
発
表
は
一
九

　
七
三
年
）
。

⑳
　
一
五
－
四
五
六
。
な
お
、
こ
の
時
期
に
の
み
、
（
天
皇
・
上
皇
）
i
（
女
官
．
良

　
弁
）
i
造
石
山
寺
所
－
造
東
大
寺
司
、
と
い
う
伝
達
経
路
が
成
立
し
て
い
る
よ
う

　
で
あ
る
。

＠
　
土
田
直
鎮
「
上
卿
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
古
代
史
論
集
』
下
、
　
一
九
六
二
年
）
、

　
早
川
庄
八
「
上
卿
制
の
成
立
と
議
政
官
組
織
」
（
『
日
本
古
代
官
僚
制
の
研
究
』
、

　
一
九
八
六
年
）
。

⑳
　
な
お
、
正
倉
院
伝
世
の
水
簡
で
『
大
日
本
古
文
霞
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も

　
の
の
中
に
「
大
虚
宜
」
を
記
す
も
の
が
存
在
す
る
（
『
木
簡
研
究
』
一
）
。
ま
た
、
r
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奈良時代の宣（吉川）

　
紫
微
内
根
の
宣
が
『
令
集
解
臨
全
紙
令
神
戸
条
・
『
類
聚
三
代
格
』
昌
泰
三
年
十

　
二
月
九
日
太
政
官
符
に
見
え
る
。

⑳
　
一
一
六
〇
～
、
四
－
一
八
一
、
四
i
二
五
九
鐸
二
六
〇
、
一
四
－
二
〇
八
翻
二

　
〇
九
。

㊧
　
太
致
官
宣
i
『
類
聚
三
代
格
』
、
『
延
暦
交
替
式
』
。
官
宣
1
『
類
聚
三
代
格
』
、

　
『
令
集
解
』
考
課
令
内
外
初
位
条
・
闘
犬
之
官
費
、
『
碍
本
三
代
実
録
』
元
慶
八
年

　
五
月
紫
茸
臼
戊
子
条
、
『
西
宮
記
』
五
・
十
一
日
奉
幣
。
弁
官
（
口
）
宜
一
『
類

　
聚
三
代
格
』
、
『
令
集
解
』
職
員
令
造
兵
司
条
・
儀
制
令
祥
瑞
条
、
『
政
寮
要
略
』
二

　
九
年
中
行
事
十
二
月
下
、
『
古
語
拾
遺
駈
。
民
部
省
亜
型
1
『
出
雲
国
風
土
記
臨
。

　
弾
正
台
口
宜
－
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
（
『
平
丘
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
一

　
六
、
『
木
簡
研
究
』
五
に
再
議
）
。

⑯
早
川
庄
八
「
公
式
様
文
書
と
文
書
木
簡
」
（
『
木
簡
研
究
』
七
、
一
九
八
五
年
）
、

　
鷺
森
浩
幸
「
奈
良
時
代
の
僧
綱
の
展
開
」
（
『
日
本
史
研
究
』
二
九
四
、
一
九
八
七

　
年
）
。

⑳
①
と
②
の
宣
を
別
の
も
の
と
す
る
早
川
庄
八
氏
の
解
釈
（
註
⑯
前
掲
論
文
）
は

　
と
ら
な
い
。

⑳
　
表
七
に
二
例
を
指
摘
し
て
お
い
た
（
天
平
十
八
年
二
月
・
宝
亀
十
年
十
二
月
の

　
事
例
）
。

⑳
本
稿
で
使
用
す
る
〈
判
〉
関
係
の
概
念
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
お
く
。

　
　
　
　
判
　
署
i
他
の
文
書
に
許
可
の
意
味
の
署
名
（
ま
た
は
名
の
明
記
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
え
た
も
の

　
　
　
　
判
　
文
一
他
の
文
書
に
裁
可
文
言
と
署
名
（
ま
た
は
名
の
明
記
）
を
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
た
も
の

　
　
　
　
判
辞
－
中
圏
に
お
け
る
判
の
文
言

　
　
　
　
「
判
」
1
史
料
上
に
「
～
判
」
と
記
さ
れ
る
も
の

⑳
前
註
で
「
署
名
（
ま
た
は
名
の
明
記
）
」
と
記
し
た
よ
う
に
、
判
署
や
判
文
署

　
名
に
官
名
の
据
え
ら
れ
た
官
人
全
て
が
そ
こ
に
自
簗
署
名
を
行
な
う
わ
け
で
は
な

　
く
、
単
に
責
任
の
所
在
の
明
記
に
と
ど
ま
る
場
合
も
存
す
る
（
た
だ
し
最
下
位
の

　
官
人
は
難
文
を
書
き
、
署
名
す
る
）
。
例
え
ば
堀
江
の
七
例
で
は
、
全
員
署
名
が

　
四
例
、
最
下
位
署
名
が
三
例
で
あ
る
。
自
署
の
な
い
者
が
惑
者
と
さ
れ
る
例
も
あ

　
る
か
ら
、
官
名
の
据
え
ら
れ
た
官
人
は
自
署
の
有
無
に
関
係
な
く
決
裁
の
責
任
者

　
と
見
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
露
文
を
基
に
他
官
司
へ
の
文
書
が
発
給
さ

　
れ
る
場
合
に
は
、
基
本
的
に
全
員
の
署
が
要
求
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑳
序
で
触
れ
た
よ
う
に
、
武
光
誠
氏
は
宣
が
単
独
決
裁
と
関
係
す
る
と
さ
れ
る
が
、

　
そ
れ
で
は
こ
の
二
名
の
宣
と
い
う
現
象
は
説
明
で
き
な
い
。

⑳
　
表
五
の
天
平
勝
宝
四
年
十
～
月
の
事
例
。

⑱
　
第
皿
章
の
蓑
七
も
宣
の
伝
達
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
含
め
れ
ば
一
〇
四

　
例
に
な
る
。

⑭
造
東
大
寺
司
i
写
経
所
は
、
一
つ
の
官
司
と
そ
の
中
の
作
業
単
位
と
考
え
る
。

⑲
藤
原
仲
麻
呂
の
宣
も
同
様
の
性
格
を
有
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
H
章
鱒
節
）
。

　
な
お
、
こ
こ
で
「
女
性
の
宜
の
大
部
分
」
と
記
述
し
た
の
は
、
女
官
・
尼
の
宣
の

　
中
に
も
内
裏
と
無
関
係
な
宜
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
私
願
経
ら
し

　
き
経
典
書
写
に
関
す
る
犬
養
命
婦
の
宣
（
三
i
一
九
二
）
や
、
法
華
寺
へ
の
経
典

　
奉
請
に
関
す
る
善
光
尼
の
宣
（
一
三
－
一
九
八
、
大
平
聡
「
善
光
朱
印
経
の
基
礎

　
的
考
察
」
〈
『
神
奈
川
地
域
史
研
究
騒
六
、
　
一
九
八
七
年
〉
参
照
）
な
ど
。
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X
　
宣
　
の
　
伝
　
達

　
本
章
で
は
、
1
章
で
の
検
討
を
も
と
に
、
宣
の
伝
達
に
つ
い
て
更
に
深
め
て
み
た
い
。

と
思
う
。

そ
の
中
で
、
宣
の
全
体
構
造
を
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
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o
⇒
　
堂
を
伝
え
る
文
書

　
－
章
②
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
正
倉
院
文
書
中
に
は
宣
を
伝
え
る
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
宣
の
伝
達
を
考
察
す
る
一
環
と
し
て
、
検
討
を

加
え
て
お
き
た
い
。

　
宣
を
伝
え
る
文
書
は
、
機
構
が
発
給
し
た
も
の
と
個
人
の
発
給
し
た
も
の
と
に
大
別
で
き
る
。
ま
ず
、
機
構
が
発
給
し
た
宣
を
伝
え
る
文
書

と
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
五
－
四
四
一
）
。

　
　
　
⑤
　
御
執
経
所

　
　
　
　
　
奉
請
莞
垢
浄
光
陀
羅
尼
経

　
　
　
　
　
　
右
、
被
由
義
禅
師
今
日
藤
壷
、
上
件
経
、
速
従
東
大
寿
奉
書
内
裏
者
。
今
依
宣
旨
、
内
賢
士
清
水
城
守
充
使
、
令
奉
請
如
前
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
平
宝
宇
七
年
五
月
十
六
日
承
宣
内
賢
日
置
浄
足

こ
の
文
書
は
、
内
裏
に
あ
っ
た
奉
写
御
講
経
所
が
、
経
典
の
愚
俗
を
命
ず
る
道
鏡
の
宣
を
伝
え
た
も
の
。
同
種
の
文
書
が
無
意
〇
通
に
の
ぼ
る

が
、
宝
字
年
間
に
は
文
書
様
式
を
示
さ
な
い
（
以
下
、
「
状
」
と
呼
ぶ
）
の
に
対
し
、
神
護
年
間
に
入
る
と
移
が
多
用
さ
れ
る
。
史
料
⑤
で
注
目
さ

れ
る
の
は
、
日
下
の
署
名
に
「
承
宣
」
な
る
語
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
鳶
足
が
道
鏡
の
宣
を
承
っ
て
文
書
を
作
成
し
た
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
宣
と
文
書
の
関
係
が
あ
る
程
度
明
ら
か
だ
と
言
え
る
。
し
か
し
、
機
講
が
発
給
し
た
文
書
の
場
合

（
全
部
で
百
通
以
上
あ
る
）
、
か
か
る
例
は
少
な
く
、
宣
を
文
書
化
す
る
過
程
や
宣
者
・
伝
富
者
・
署
名
者
の
相
互
関
係
は
明
確
で
な
い
場
合
が
多



奈良時代の宣（吉川）

〈表六〉宣 文

年月日陣刺纐障者 奉者陣達絹様式瞬
ヲミ平18．　2．27

　　18．　11．　12

　　20．　7．　9

　　21．　2．25

勝宝1．9．8

　　ユ。12．7

　　3．　6．　8

宝字2．7．4

　　2．　9．　8

　　4．　2．10

　　4．　2．20

　　4．　4．　1

　　4．　4．　7

　　6．　6．　7

　　6．　＠．　24

　　7．　3．　10

　　8．　Z27

　　？．　4．24

ネ申護　1．　5。　6

9－198

9－208

24－509

24－563

11－73

11－95

12－1

4－274

14－54

14－308

25－265

14－328

14－333

5－238

16－174

5－402

16蛎04

25－268

5－528

　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E

経
経
経
請
請
経
請
経
聖
経
経
経
石
請
納
経
納
経
請

写
写
写
奉
奉
写
奉
写
写
写
写
写
写
奉
出
写
出
写
奉

佐伯若子

石川大夫

良弁

尼公

尼公H
良弁

板野命婦H

藤原仲麻呂

藤原仲麻呂H

藤原仲麻呂H

大野内倦

因八麻内侍

内侍

内宣

道鏡禅師

内竃

蚊屋采女宣H

安都雄足宣H

大尼延謹

葛野古麻呂状

奉小野国方

栄之状

市原王

主典葛井根道

陶刀酒驚

次官佐伯今毛入

池原栗野

高丘比良麻呂奉

高丘比良麻呂牽

安都雄足

纏重安都雄足

（安都雄足）

道鏡

奉宣安都雄足

道鏡

高丘bヒ良麻呂奉

凡祢麻呂

道鏡

写経務所

造物所

書之司

写経所，

写経所

写経所～

写経所～

安都雄足

造寺司？

安都雄足

経一案主

経所案主

経所

・・一一 ﾘ経司
写経EE　？

葛井根道

造寺eq　？

写経所？

造寺司～

七

一
一
七
七
　
　
七

七
二
七
　
　
～

追
雲
霧
単
単
単
単
単
追
単
単
単
費
単
寧
単
字
単
単

二
牒
牒
状
状
状
状
状
巣
状
牒
牒
牒
牒
状
状
状
状
牒

こ
の
文
書
は
、
寸
寸
麻
内
侍
の
写
経
に
関
す
る
宣
を
安
都
雄
足

。種類欄の“E”は写経所以外の史料を示す。

。宣者欄の“H”は平庭されていることを示す。
。様式擬の略号は以下の通り。｝路牒型，状nv雪田，単＝棚立文書，追＝追記のもの。

＠

一　牒

経
年
案
主

砲
写
二
部
経
料
綺
軸
距
紙
秩
、
今
町
給
、
宣
到
宜
早
令

官
戸
。

更
奉
仰
蓋
置
法
華
経
一
部
、
痛
察
状
、
欲
二
半
紙
作
。

又
経
師
令
儲
。

　
右
、
因
八
麻
内
侍
宣
。
宜
次
官
大
夫
応
徳
知
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
一
日
奉
宣
雄
足

　
む
し
ろ
注
目
す
べ
き
は
、
個
人
が
発
給
し
た
（
た
だ
し
内
容
は

多
く
公
的
な
）
文
書
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
文
書
発
給
者
が
即

ち
宣
を
承
っ
た
人
物
だ
と
単
純
に
解
し
得
る
か
ら
、
宣
の
文
書

化
ま
で
の
過
程
は
よ
ほ
ど
明
確
な
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ

の
よ
う
な
個
人
の
文
書
で
宣
を
伝
え
る
も
の
を
「
宣
文
」
と
称

　
　
　
　
　
　
③

す
る
こ
と
に
す
る
。
表
六
に
示
し
た
よ
う
に
、
現
在
の
と
こ
ろ

一
九
通
の
宣
文
を
確
認
し
て
い
る
。

　
宣
文
は
、
文
書
様
式
か
ら
牒
型
・
状
型
の
二
種
に
大
別
で
き

る
。
ま
ず
牒
型
は
、
牒
と
い
う
文
書
様
式
を
明
記
す
る
も
の
。

一
例
を
あ
げ
る
（
一
四
－
三
二
八
）
。

い
o
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が
馬
所
院
主
に
伝
え
て
い
る
も
の
で
、
全
文
が
雄
足
の
自
筆
と
見
て
よ
い
。
次
官
へ
の
通
知
も
命
じ
て
い
る
か
ら
、
主
典
書
足
は
司
外
に
い
て

案
主
に
女
官
の
宣
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
牒
型
宣
誓
は
七
通
あ
る
が
、
全
て
単
立
文
書
で
、
他
文
書
に
追
記
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。

ま
た
、
六
通
ま
で
が
伝
達
先
を
明
記
し
て
い
る
。

　
次
に
状
型
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
書
様
式
を
明
記
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
全
部
で
一
二
通
あ
る
。
1
章
②
節
の
史
料
①
が
そ
の
例
で
あ
る
が
、

も
う
一
例
掲
げ
て
お
こ
う
（
一
四
一
三
〇
八
）
。

　
　
　
⑦
写
「
切
経
料
紙
墨
筆
紙
及
雑
物
、
勘
注
申
送
。

　
　
　
　
　
　
大
師
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
平
宝
字
四
年
二
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坤
宮
大
疏
高
丘
比
良
麻
呂
牽
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史
料
⑦
は
、
写
経
に
関
す
る
藤
原
仲
麻
呂
の
宣
を
、
坤
宮
宮
の
下
級
官
人
た
る
高
丘
比
良
麻
呂
が
伝
達
し
た
も
の
。
宛
所
は
端
裏
書
に
「
送
東

寺
安
刀
佐
官
所
」
と
あ
る
よ
う
に
造
寺
司
主
典
安
都
雄
足
で
あ
る
。
全
文
が
比
良
麻
呂
の
自
筆
と
思
わ
れ
る
。
①
と
⑦
を
比
較
す
る
と
、
宜
者

を
平
出
す
る
と
い
う
共
通
点
が
能
い
出
さ
れ
る
が
、
か
か
る
例
は
他
に
も
あ
り
、
宜
文
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
比
良
麻
呂
の
宣
文
は

三
通
全
部
が
状
型
で
あ
る
が
、
全
て
署
名
の
下
に
「
奉
」
馨
」
な
る
注
記
を
有
す
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
状
型
宜
文
に
は
、
単
立
文
書

（
八
通
）
と
他
文
書
へ
の
追
記
（
四
通
）
の
二
種
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
以
上
が
、
宣
文
の
概
要
で
あ
る
。
牒
型
と
状
型
は
文
書
様
式
一
「
牒
」
を
記
す
か
否
か
で
区
分
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
両
者
に
根
本
的
な
差

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
状
勢
の
宣
文
こ
そ
平
安
時
代
の
全
量
の
起
源
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

平
安
時
代
の
宣
旨
は
大
部
分
が
上
宣
を
伝
達
す
る
も
の
で
あ
り
、
外
記
宣
旨
と
弁
宮
宣
旨
の
二
種
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か

か
る
太
政
官
の
文
書
と
、
ほ
と
ん
ど
が
写
経
所
に
関
係
す
る
宣
文
と
を
比
較
す
る
の
は
無
理
か
も
知
れ
な
い
が
、
類
似
点
が
決
し
て
少
な
く
な

い
の
で
あ
る
。



奈良時代の宣（吉JEi）

　
第
一
に
、
形
式
。
状
型
添
文
に
は
、
単
立
文
書
と
追
書
の
も
の
と
が
あ
っ
た
。
一
方
宣
旨
も
、
文
書
様
式
は
記
さ
れ
ず
（
1
1
状
）
、
肥
立
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
の
追
書
の
も
の
と
が
あ
っ
た
。

　
第
二
に
、
作
成
方
法
。
状
型
誓
文
は
、
個
人
が
発
給
・
署
名
し
、
全
文
を
自
筆
す
る
。
一
方
宣
旨
も
、
外
記
ま
た
は
史
一
人
が
発
給
・
署
名

し
、
全
文
を
自
筆
す
る
の
が
原
則
と
思
わ
れ
る
。

　
第
三
に
、
「
奉
」
注
記
。
宣
旨
で
は
、
署
名
の
下
に
小
字
で
扉
」
と
記
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
一
方
、
先
述
の
如
く
嚢
子
に
も
「
奉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

「
奉
」
或
い
は
「
奉
宣
」
と
注
記
を
行
な
う
も
の
が
見
ら
れ
る
。

　
第
四
に
、
宛
先
。
宣
旨
に
は
、
太
政
官
内
の
軽
微
な
法
令
を
書
き
置
く
場
合
（
官
司
内
文
書
）
と
他
の
官
司
・
官
人
に
充
て
る
場
舎
（
官
司
間
文

書
）
が
あ
る
。
　
一
方
宣
文
で
も
、
造
寺
司
官
人
が
写
経
所
望
主
に
充
て
る
場
合
（
官
司
内
文
書
）
と
、
造
寺
書
冊
か
ら
伝
達
さ
れ
て
く
る
場
合
（
官

司
間
文
書
）
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
う
ち
、
第
三
点
は
全
て
の
状
型
宣
文
に
該
当
す
る
訳
で
は
な
く
、
第
四
点
も
類
似
点
と
し
て
強
調
し
得
る
か
心
許
な
い
。
し
か
し
、
特

に
形
式
・
作
成
方
法
の
類
似
性
を
見
る
な
ら
、
状
型
宣
文
が
宣
旨
の
起
源
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
論
断
し
得
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
う
考
え

れ
ば
、
平
安
時
代
の
上
越
伝
達
の
宣
旨
の
前
提
と
し
て
、
奈
良
時
代
に
は
造
東
大
寺
司
以
外
で
も
宜
文
が
広
範
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

題
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
奉
」
注
記
な
ど
も
、
そ
う
し
た
中
か
ら
定
着
し
て
き
た
方
式
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
上
宣
の

宣
旨
以
外
が
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
行
く
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
別
に
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
が
、
宣
を
伝
え
る
文
書
の
検
討
で
あ
る
。
遺
存
し
な
い
と
さ
れ
た
「
宣
の
原
文
」
、
不
明
と
さ
れ
た
「
宣
の
形
式
や
手
続
き
」
を
あ
る

程
度
明
ら
か
に
し
、
宣
旨
と
の
関
係
も
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
宣
の
伝
達
経
路

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
に
よ
れ
ば
、
宣
の
伝
達
経
路
を
考
え
る
素
材
に
は
、
導
者
の
相
違
（
1
章
表
一
）
と
宣
文
（
H
章
衷
六
）
が
あ
っ
た
。
し
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〈表七〉　「奉宣」など

鮭日1出典陣類1 宣者 奉　　者 備考

天平11．5，2

　　11．10．18

　　11．12．　9

　　16．　9．le

　　17．　11．　11

　　18．　2．　8

　　18．11．12

勝宝3．8．22

　　4．　4．　25

　　4．　7．27

　　4．　8．24

　　4．　9．19

　　5．　5．　5

　　5．　6．　4

宝字2．9．8

　　4．　2．le

　　4．　4．　1

　　6．　1．28

　　6．12．21

　　6．　＠．　24

　　7，　4．18
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P1

S2

P7

T8

P7

Q0

P6

U0

U0

T9

T9

S4

X5

T4

R0

R2

V5

R0

P7
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S5

S5

S5

S2

T0

S5

P2

U2

Q1

一
　
一
　
一
　
「
　
一
　
一
　
｝
　
【
　
開
　
「
　
一
　
一
　
　
　
「
　
｝
　
｝
　
「
　
一
　
【
　
「
　
一
　
一
　
｝
　
｝
　
皿
　
扁
　
一
　
【
　
「
　
「
　
「
　
一

7
4
7
1
8
1
9
1
9
9
3
3
2
4
4
4
4
5
5
6
6
5
5
5
5
6
6
6
6
3
2
5

　
2
1
1
1
　
　
1
1
1
1
　
1
1
　
　
1
1
1
2
2
2

大進八束宣（2－169）

光信尼宣

判　大進

春宮坊政所宣

～（尼公？　10－378）

？

石川大夫宣

飯高命婦寛

飯高罷申宣

善光尼師宣

善光尼師照

門高命婦宣

板野命婦宣

伊豆内侍宣

藤原仲麻呂宣

藤原仲麻呂宣

照八麻内侍宜

良弁宣

奈良県玉宣

道鏡宣

法禅尼公宣

道鏡宣

道鏡宣

道鏡野

等等頭町道鏡宣

？（別尼公？）

蚊屋采女宣

道鏡平

内fi　？

～（親王禅師P）

？

左大臣宣

少属（繊雲）屋満奉

奉審高屋赤麻呂＊

奉礁秦下麻呂

奉宜高屋赤麻呂

奉令旨市原王

奉長官iiE

奉令史小野国方

奉宣仰石川朝臣

奉宣次官佐伯宿祢

奉宣判官大蔵伊美吉

奉宣大蔵判官

奉宣半1官大蔵伊美吉

承行他田水虫

奉宣次官佐伯宿祢

少疏高丘比良麻呂奉

坤宮大疏高丘比良麻呂黍

奉宣雄足

奉宣史生師

承宣日置浄足

奉宣：並典安帰宿祢

判官葛井連宣訪

承中口蟹研置浄足

掌中中宮葛井連

承邸内豊日置浄足

承宣日置無足

奉宣即奉請判官葛井連根道

高」鴛ヒ良齢蓉押堀

牽旨日置清足

請内宣勝宝尼公

中単坐藤原朝臣縄麻呂奉

難中上県麻呂

参議藤原朝臣家依奉

一四

9－177同宣

穴

12－334も

12－334も

12－391も

六

六

六

六

五

六

4「199同宣

20　（522）



奈良暗代の宣（吉川）

か
し
、
伝
達
経
路
と
方
法
を
窺
わ
せ
る
史
料
が
も
う
一
種
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
前
節
で
少
し
触
れ
た
「
奉
」
注
記
で
あ
る
。
こ
れ
は
宣
を
承

っ
た
人
物
を
示
す
注
記
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
口
頭
に
よ
る
命
令
が
背
後
に
あ
る
と
推
さ
れ
る
。
「
慌
惚
」
「
承
宣
」
「
請
宣
」
「
奉
旨
」
「
漫
事
」

「
承
」
な
ど
も
同
様
の
も
の
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。
こ
う
し
た
注
記
は
、
宣
を
伝
え
る
文
書
の
み
な
ら
ず
、
帳
簿
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

が
、
そ
れ
ら
を
集
成
し
た
の
が
表
七
で
あ
る
。

　
以
下
、
表
一
・
六
・
七
を
用
い
て
写
経
所
ま
で
の
宣
の
伝
達
経
路
を
復
原
し
た
い
。
ま
ず
、
表
一
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
a
　
女
宮
…
…
…
…
…
田
辺
（
上
毛
野
）
真
人
・
川
原
凡
・
佐
伯
今
毛
人
、
真
諦
女

　
　
b
　
尼
…
…
…
…
…
…
甫
原
王
・
佐
伯
今
毛
人
・
葛
井
根
道
、
道
鏡

　
　
c
藤
原
仲
麻
呂
…
…
高
丘
比
良
麻
呂
・
池
原
粟
守

　
　
d
　
行
信
・
良
弁
…
…
佐
伯
今
毛
人
・
阿
部
真
道
・
石
川
豊
人
・
上
毛
野
真
人

　
　
e
　
春
宮
坊
政
所
…
…
高
屋
赤
麻
呂

次
に
、
表
六
。
写
経
所
と
の
関
係
の
薄
い
も
の
は
省
き
、
ま
た
国
文
の
宛
先
を
括
弧
内
に
記
し
た
。

で
示
し
た
。

abCdfhg
女
官
…
：
…
…
…
・
佐
伯
今
毛
人
（
写
経
所
p
・
）
・
安
都
雄
足
（
写
経
所
）

尼
…
…
…
：
　
…
市
原
王
（
写
経
所
p
）
・
葛
井
根
道
（
写
経
所
）
、
道
鏡
（
造
寺
司
p
）

藤
原
仲
麻
呂
・
…
：
高
丘
比
良
万
呂
（
安
都
雄
足
、
造
寺
司
p
）
・
池
原
粟
守
（
安
都
雄
足
）

良
弁
…
…
…
…
…
阿
刀
酒
主
（
写
経
所
p
）
、
栄
之
（
写
経
所
）

道
鏡
…
…
　
…
…
安
都
雄
足
（
写
経
所
2
）

内
宣
…
：
…
…
：
：
道
鏡
（
葛
井
根
道
、
造
寺
司
～
）

造
寺
司
宮
入
…
…
葛
野
古
麻
呂
（
写
経
所
）
・
凡
祢
万
呂
（
写
経
所
p
）

表
一
と
の
史
料
の
重
複
は
厭
わ
ず
、
傍
線
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⑨

　
　
i
　
石
川
大
夫
…
…
…
小
野
国
堅
（
造
物
所
）

最
後
に
、
表
七
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
写
経
所
と
関
係
の
簿
い
も
の
、

を
付
し
た
。
口
頭
伝
達
ら
し
い
こ
と
に
再
度
注
意
を
喚
起
し
て
お
く
。

宣
者
の
不
明
で
あ
る
も
の
は
省
き
、
表
一
・
六
と
の
重
複
分
に
は
傍
線

　
　
a
　
女
官
…
…
…
…
・
石
川
豊
足
・
佐
伯
今
毛
人
・
大
蔵
麻
呂
・
池
田
水
主
・
安
都
雄
足
、
臼
置
浄
足

　
　
b
　
尼
…
…
…
：
…
：
⊥
口
同
屋
赤
麻
呂
・
大
蔵
麻
呂
；
葛
井
根
道

　
　
c
　
藤
原
仲
麻
呂
…
…
高
丘
比
良
麻
呂

　
　
e
　
春
宮
坊
政
所
…
…
高
屋
赤
麻
呂

　
　
f
　
道
鏡
…
…
…
…
…
安
都
雄
足
・
葛
井
根
道
、
日
置
浄
足

　
　
g
　
内
宣
…
…
…
…
…
勝
宝
尼
公

　
　
　
　
石
川
大
夫
…
…
…
小
野
国
堅

以
上
が
三
つ
の
表
か
ら
抽
出
し
た
宣
の
伝
達
経
路
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
更
に
整
理
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
注
意
す
べ
き
は
、
多
く
の
場
合
、
写
経
所
へ
の
直
接
の
指
令
を
行
な
う
の
は
造
寺
司
官
人
で
、
そ
れ
以
外
の
者
の
宣
は
彼
ら
を
介
し
て

写
経
所
に
伝
達
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
写
経
所
が
造
寺
司
の
下
部
機
関
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
当
然
で
は
あ
る
が
、
種
々
の
宜
が
造
寺
司
官
人
の

チ
ェ
ヅ
ク
を
受
け
、
彼
ら
の
判
断
を
待
っ
て
初
め
て
写
経
所
が
動
く
と
い
う
原
則
は
、
は
っ
き
り
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
造
寺
司
官
人
の
判
断
こ
そ
、
文
書
行
政
に
密
着
し
た
宮
司
内
の
宣
、
〈
宣
一
判
〉
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
そ
れ
で
は
、
種
々
の
宣
は
如
何
に
し
て
造
寺
司
官
人
に
伝
え
ら
れ
た
か
。
大
き
く
見
て
、
三
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
女
官
・
尼
ル
ー
ト
。
彼
女
ら
が
宣
の
た
め
に
内
裏
の
外
に
出
た
と
は
考
え
に
く
く
、
内
裏
に
お
い
て
造
寺
司
官
人
か
、
他
の
適
当

な
春
に
口
頭
で
宣
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
造
寺
司
宮
入
の
場
合
、
重
文
を
作
成
し
て
使
者
に
付
す
か
、
自
ら
造
寺
司
に
赴
く
か
の
方
法
で
写
経
所

に
宣
を
伝
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
道
鏡
や
御
執
経
管
の
窟
人
な
ど
が
文
書
を
作
成
し
て
、
女
官
・
尼
の
宣
を
造
寺
司
に
伝
達
す
る
揚
合
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奈良時代の宣（吉川）

も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
女
宮
・
尼
の
宣
の
大
部
分
は
内
裏
の
意
向
を
伝
え
た
も
の
と
見
ら
れ
、
ま
た
そ
の
場
合
、
彼
女
ら
は
天
皇
な
ど

の
言
葉
を
直
接
承
っ
た
と
考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
に
、
坤
宮
官
の
ル
ー
ト
。
藤
原
仲
麻
呂
の
宣
を
、
坤
宮
号
の
疏
で
あ
る
池
原
粟
守
か
高
丘
比
良
麻
呂
が
文
書
を
作
成
し
て
造
寺
司
に
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

え
る
も
の
で
あ
る
。
仲
麻
呂
の
宣
も
口
頭
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
注
意
す
べ
き
は
、
彼
が
大
々
（
右
大
臣
）
と
な
っ
て
宵
宮
官
を
離
れ
て
も
、
星
宮

官
人
に
命
じ
て
宣
を
伝
え
さ
せ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
も
、
仲
麻
呂
は
光
明
皇
太
后
と
密
接
な
関
係
を
有
し
、
「
居
中
奉
勅
。
頒
苦
界

⑫司
」
な
る
職
掌
を
実
行
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
仲
麻
呂
が
光
明
か
ら
直
接
に
言
葉
を
承
け
た
か
否
か
は
判
然
と
せ
ず
、
女
官
な
ど

が
介
在
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
第
三
に
、
僧
・
一
般
官
人
の
ル
ー
ト
。
彼
ら
は
、
自
ら
文
書
を
作
成
・
署
名
す
る
（
そ
れ
が
造
寺
司
で
「
宣
」
と
呼
ば
れ
る
）
こ
と
も
あ
れ
ば
、

下
僚
・
造
寺
司
官
人
な
ど
に
命
じ
て
文
書
を
発
給
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
ず
、
道
鏡
で
あ
る
が
、
そ
の
宣
の
多
く
は
称
徳
の
意
志
を
伝
え

る
も
の
と
思
し
い
。
た
だ
し
、
尼
の
宣
や
「
内
宣
」
を
伝
え
る
形
式
を
取
る
場
合
が
あ
り
、
称
徳
の
言
葉
を
直
接
聞
い
た
と
は
限
ら
な
い
。
次

に
、
良
弁
の
宣
で
あ
る
が
、
内
裏
の
意
向
を
伝
え
る
も
の
の
ほ
か
、
自
ら
の
希
望
や
他
の
僧
の
依
頼
に
よ
る
宣
も
多
い
。
ま
た
、
良
弁
の
場
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

造
寺
別
当
と
い
う
、
官
人
に
近
い
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
表
に
は
見
え
な
い
私
願
経
願
主
の
宣
な
ど
も

存
在
す
る
が
、
造
寺
司
へ
の
伝
達
方
法
は
同
様
と
見
て
良
か
ろ
う
。

　
こ
こ
で
、
右
の
三
ル
ー
ト
の
関
係
を
、
特
に
内
裏
と
の
関
係
に
絞
っ
て
述
べ
る
な
ら
、
や
は
り
三
者
は
並
存
し
て
い
た
と
言
う
ほ
か
な
い
。

即
ち
、
内
裏
の
命
令
主
体
が
誰
で
あ
る
か
、
僧
や
造
寺
司
官
人
が
内
裏
に
参
向
し
て
い
る
か
否
か
な
ど
、
各
時
点
の
条
件
に
鰯
約
さ
れ
て
、
適

当
な
経
路
が
選
ば
れ
た
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
尤
も
、
時
々
の
政
治
的
状
況
に
よ
っ
て
は
特
定
の
経
路
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
も
当
然
あ
っ
た

筈
で
あ
る
か
ら
、
伝
宣
経
路
の
変
遷
を
詳
細
に
調
べ
る
こ
と
で
、
藤
原
仲
麻
呂
・
道
鏡
、
或
い
は
女
官
な
ど
の
政
治
的
な
位
置
が
や
や
客
観
的

に
把
握
で
き
る
か
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
以
上
、
宣
の
伝
達
経
路
を
復
原
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
造
寺
司
内
部
の
宣
〈
宣
1
1
判
〉
と
、
女
官
・
尼
・
藤
原
仲
麻
呂
ら
の
宣
〈
奏
宣
の
宣
〉
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と
が
性
格
の
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
よ
り
明
確
に
な
っ
た
と
思
う
。
な
お
、
内
裏
の
意
を
承
け
た
僧
の
宣
も
〈
事
由
の
宣
〉
と
し
て

把
握
し
得
よ
う
が
、
こ
の
場
合
は
二
次
的
な
伝
宣
（
坤
宮
官
下
僚
の
宣
と
同
様
の
）
が
多
く
を
占
め
た
と
思
わ
れ
、
全
く
同
列
に
扱
え
る
訳
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、
僧
や
一
般
官
人
の
発
し
た
内
裏
と
無
関
係
、
或
い
は
官
司
の
正
規
の
運
用
と
関
係
の
な
い
宣
は
、
〈
宣
一
判
〉
〈
奏
宣
の
宣
〉
の
い

ず
れ
に
も
解
消
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
権
威
や
縁
故
に
よ
っ
て
写
経
や
経
典
遺
墨
を
請
願
・
命
令
す
る
も
の
と
理
解
す
る
以
外
に
な
い
も
の
で

あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
く
権
威
的
な
宣
〉
と
い
う
第
三
の
範
疇
を
設
け
る
必
要
が
出
て
き
た
と
い
え
る
。
〈
権
威
的
な
宣
〉
は
、
奏
寛
や
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

司
内
の
事
務
決
裁
な
ど
の
律
令
官
僚
制
の
公
的
・
本
来
的
な
運
用
と
は
一
線
を
画
し
た
宣
で
あ
る
。

　
〈
宣
醤
判
〉
〈
奏
宣
の
宣
〉
〈
権
威
的
な
宣
〉
が
相
互
に
如
何
な
る
関
係
に
あ
っ
た
か
を
、
伝
達
経
路
・
方
法
も
含
め
て
表
示
し
た
の
が
、
次

の
図
で
あ
る
。
こ
の
図
を
以
て
、
本
章
の
結
論
と
し
た
い
と
思
う
。
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〈
奏
宣
の
宣
V

内　　　　裏
く天甚Σ・」二三調・！1　LJtt　fu　〉’

女
官
・
尼

蓼

聖
t

1

1

，

，
l

r

蓼

Y
僧

［，i，，，ii・ci－i’

一
－
－
Y
推
富
経
路

1
…
Y
口
頭
伝
達
に
よ
る
も
の

一
Y
文
書
な
ど
も
用
い
る
も
の

テ宣舞芝大E．tr…潤官ノV

　
粉　姫ト

写経所斑主

｝　ム　惣
　威
　的
案

　毎

伽
。
…
般
官
人
な
ど

①
早
川
庄
八
氏
は
「
公
式
様
文
書
と
文
書
木
簡
」
（
前
掲
）
に
お
い
て
宣
を
伝
え

　
る
下
達
文
書
に
言
及
し
、
比
喩
的
に
で
は
あ
る
が
「
奉
書
」
「
御
教
書
」
と
称
し

　
て
お
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
「
宣
」
を
明
記
す
る
点
が
中
世
の
奉
書
・
御
教
書
と
異

な
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
の
で
、
「
黄
点
」
な
る
用
語
を
用
い
る
。
た
だ
し
、
史

料
に
か
か
る
語
が
現
わ
れ
る
訳
で
は
な
い
。
類
似
の
語
に
「
扇
状
」
な
る
も
の
が

あ
る
が
（
一
八
一
二
〇
七
、
　
　
九
－
一
二
二
）
、
実
体
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
使



奈良時代の宣（吉用）

　
還
し
な
か
っ
た
。

②
　
な
お
、
宣
文
に
類
似
し
た
も
の
と
し
て
、
宣
者
が
自
ら
の
「
宣
」
を
追
記
し
た

　
と
思
し
い
も
の
が
あ
る
。
ニ
ー
＝
ハ
九
と
三
－
一
九
六
に
見
え
る
が
、
と
も
に
文

　
書
の
内
容
に
対
す
る
上
級
者
の
論
断
を
取
り
次
い
で
い
る
も
の
。
官
司
内
の
〈
宣

　
薩
判
〉
の
一
端
が
脚
洗
わ
れ
る
。

③
　
鈴
木
茂
男
「
宣
旨
考
」
（
『
続
日
本
古
代
史
論
集
』
下
、
一
九
七
二
年
）
。

④
　
例
え
ば
『
類
聚
符
実
直
』
に
は
約
四
七
〇
通
の
宣
旨
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が

　
（
官
宣
旨
は
除
く
）
、
う
ち
四
一
〇
通
余
り
が
単
独
型
で
、
残
り
の
五
〇
通
余
り

　
は
申
文
や
定
文
に
追
書
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑥
宣
旨
に
も
「
奉
宣
」
と
注
記
す
る
も
の
が
あ
る
。
『
顕
戒
論
縁
起
隔
所
収
延
暦

　
二
十
四
年
八
月
二
十
七
日
内
侍
宜
が
そ
れ
で
、
「
奉
幣
式
部
少
輔
和
気
景
慕
」
と

　
記
す
。

⑥
一
般
官
司
で
内
裏
の
意
向
を
伝
え
る
宣
文
が
広
範
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
は
考

　
え
に
く
い
。
し
か
し
、
〈
宣
1
1
判
〉
や
く
権
威
的
な
宣
〉
（
後
述
）
を
伝
え
る
宣
文

　
は
か
な
り
存
在
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

⑦
　
こ
の
ほ
か
『
大
日
本
古
文
書
隔
に
は
「
奉
落
下
工
大
属
従
六
位
下
貴
室
虫
万
呂
」

　
な
る
表
記
が
見
ら
れ
る
（
三
一
五
五
九
）
。
「
安
宿
玉
家
業
」
の
位
署
ら
し
い
が
、

　
王
の
意
向
を
承
っ
た
者
と
の
意
味
に
解
釈
で
き
る
。
ま
た
、
平
城
宮
跡
出
土
木
簡

　
の
中
に
「
奉
」
注
記
と
解
し
得
る
も
の
が
二
例
あ
る
。

　
　
　
①
　
「
三
月
一
日
事
受
葛
木
鉢
嶋
」
（
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

　
　
　
　
　
＝
）

　
　
　
②
　
「
又
十
二
日
宣
受
史
生
土
x
」
（
同
『
概
報
』
一
六
、
『
木
簡
研
究
』
五

　
　
　
　
　
に
再
録
）

⑧
「
真
深
女
」
は
「
因
幡
中
村
」
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
因
詰
草
中
村
の
別

　
称
と
も
思
え
ず
、
或
い
は
中
村
の
宣
を
伝
え
た
下
級
女
官
の
名
か
。
も
し
そ
う
で

　
あ
れ
ば
、
女
官
は
必
ず
し
も
造
寺
司
官
人
に
直
接
宜
せ
ず
、
介
在
者
が
存
在
し
た

　
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

⑨
進
膳
令
史
高
屋
赤
麻
呂
・
主
蔵
令
史
田
辺
足
麻
呂
の
例
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
令

　
史
小
野
国
堅
は
春
宮
坊
頭
嚢
の
令
旨
で
あ
ろ
う
（
「
所
」
は
四
等
密
制
を
と
ら
な

　
い
か
ら
、
写
経
所
や
政
所
の
令
史
と
い
う
も
の
は
あ
り
え
な
い
）
。
　
こ
う
考
え
れ

　
ば
「
石
川
大
夫
」
は
春
宮
坊
関
係
者
（
例
え
ば
春
宮
大
言
、
或
い
は
「
大
央
」
匡

　
五
位
以
上
の
坊
官
）
か
と
想
像
さ
れ
、
天
平
十
八
年
十
　
月
時
点
で
こ
れ
に
該
当

　
す
る
石
川
朝
臣
を
求
め
る
な
ら
、
春
宮
員
外
亮
で
正
五
位
上
の
石
川
年
足
が
浮
か

　
び
上
が
る
が
、
も
と
よ
り
満
点
は
な
い
。
な
お
、
こ
の
史
料
（
九
一
二
〇
八
）
の

　
解
釈
に
つ
い
て
は
、
若
井
敏
明
コ
再
び
造
東
大
寺
司
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
『
続
日

　
本
紀
研
究
』
二
五
〇
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

⑩
本
文
で
は
春
宮
坊
と
造
寺
司
の
関
係
を
捨
象
し
た
が
、
皇
太
子
発
願
の
写
経
纂

　
業
は
こ
の
写
経
所
で
活
発
に
行
な
わ
れ
て
お
り
（
大
平
聡
「
皇
太
子
阿
倍
の
写
経

　
発
願
」
『
千
葉
史
学
』
一
〇
、
一
九
八
七
年
）
、
ま
た
東
宮
機
構
の
官
人
が
写
経
事

　
業
に
深
く
関
与
し
て
い
た
（
渡
辺
晃
宏
「
造
東
大
寺
司
の
誕
生
」
『
翌
日
本
紀
研

　
究
』
二
四
八
、
　
一
九
八
七
年
）
。
宣
に
つ
い
て
は
伝
達
経
路
e
が
注
目
さ
れ
る
。

　
こ
れ
は
く
春
宮
坊
政
所
↓
進
膳
令
史
高
屋
赤
麻
呂
↓
写
経
所
〉
の
ル
ー
ト
で
東
宮

　
の
意
向
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。
ま
た
前
章
で
述
べ
た
如
く
、
経
路
i
は

　
〈
春
宮
員
外
亮
↓
某
監
有
史
↓
造
寺
司
（
写
経
所
）
〉
な
る
ル
ー
ト
か
も
知
れ
な

　
い
。
た
だ
し
間
写
の
宣
で
は
、
赤
麻
呂
の
ほ
か
尼
・
市
原
王
・
良
弁
・
式
部
大
輔

　
藤
原
八
東
（
か
つ
て
の
春
宮
大
進
）
・
中
宮
少
進
茨
国
津
麻
呂
ら
が
「
令
旨
」
を

　
賜
え
て
い
る
（
皇
太
子
令
旨
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
）
か
ら
、
複
数
の
伝
達
経
路

　
を
想
定
す
る
必
要
は
あ
る
。

⑪
⑫
　
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
二
年
八
月
甲
子
条
。

⑬
佐
伯
今
毛
人
と
と
も
に
二
名
の
宜
の
宣
者
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
（
表
五
）
も
、

　
良
弁
の
位
置
と
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

⑭
も
ち
ろ
ん
私
願
経
や
私
的
な
奉
請
を
命
ず
る
宣
に
つ
い
て
は
、
女
官
・
尼
・
造

　
寺
司
官
人
の
宜
と
て
、
こ
の
〈
権
威
的
な
宣
〉
の
玉
穂
に
含
め
て
考
え
る
べ
き
で

　
あ
る
。
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皿
　
宣
　
　
と
　
　
判
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本
章
で
は
、
官
司
内
部
の
宣
と
事
務
決
裁
の
関
係
に
つ
い
て
、
更
に
考
察
を
深
め
た
い
。

　
出
発
点
と
な
る
の
は
、
官
司
内
部
の
宣
が
、
判
文
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
り
、
「
～
判
」
と
強
い
替
え
ら
れ
た
り
す
る
と
い
う
、
1
・
亘
章
で

明
ら
か
に
し
た
事
実
で
あ
る
。
何
故
、
官
司
内
の
決
裁
が
「
宣
」
と
呼
ば
れ
る
の
か
。
そ
れ
を
知
る
た
め
に
、
判
と
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
点

か
ら
検
討
を
始
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
唐
　
　
の
　
　
判

　
判
は
、
律
令
条
文
に
多
出
す
る
用
語
で
あ
る
。
奈
良
時
代
の
判
を
考
え
る
場
合
、
当
然
こ
の
律
令
の
判
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
日
本
律
令
の
母
法
た
る
唐
律
令
に
お
け
る
判
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
と
運
用
の
実
際
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
唐
の
判
は
、
明
ら
か
に
官
司
の
事
務
決
裁
を
指
す
語
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
唐
で
は
、
官
司
の
事
務
決
裁
は
判
官
一
通
判
官
－
長
官
の
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

段
階
の
判
を
経
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
「
三
判
制
」
と
称
す
る
が
、
所
謂
四
等
官
制
と
は
、
こ
の
三
閉
塞
に
基
づ
い
て
各
官
の
職
務
分
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
定
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
即
応
し
た
形
で
公
務
上
の
稽
失
の
責
任
を
負
わ
せ
る
制
度
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
三
瓶
制
・
四
等
官
綱

〈表八〉唐の四等官の通掌

長
官
一
総
判
x
事

通
判
官

蘭
官

勾
検
官
～

　
　
二

主
典

通
判
X
事

分
判
X
墨

付
事
・
勾
稽
・
省
署
勝
闘
・
監
印
・
給
紙
筆

受
事
二
二
・
検
稽
失

受
事
上
抄
・
行
署
文
案

の
運
用
を
知
れ
ば
、
判
の
実
態
も
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
唐
の
四
等
官
の
職
掌
の
う
ち
各
官
司
に
共
通
す
る
職
掌
一
通
掌
は
、
『
通
典
』
『
六

典
』
『
旧
唐
書
』
『
新
唐
書
』
な
ど
か
ら
あ
る
程
度
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
史

料
は
原
史
料
の
職
員
令
を
正
確
に
引
用
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
ま
た
開
元
度
の
職
員

令
で
あ
る
た
め
日
本
令
と
の
比
較
も
十
分
に
は
行
な
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
敦
煙
発
見

　
　
　
　
　
　
　
③

の
鼠
壁
書
捨
職
員
令
は
永
徽
年
度
の
令
の
原
文
で
あ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
唐
の
四



奈良時代の宣（吉川）

等
官
制
を
令
文
に
基
づ
い
て
検
討
し
、
か
つ
日
本
と
の
比
較
を
行
な
う
際
に
は
有
効
な
史
料
と
言
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
史
料
か
ら
四
等
官
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

通
掌
を
抽
出
し
た
の
が
、
表
八
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
唐
の
四
等
官
の
職
掌
は
そ
れ
ぞ
れ
如
何
な
る
行
為
を
指
す
か
。
こ
の
際
、
種
々
の
制
度
史
料
や
宇
句
解
釈
よ
り
も
雄
弁
に
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

実
際
を
語
る
の
が
、
西
域
発
見
の
「
案
出
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
ち
官
庁
の
案
件
処
理
の
帳
簿
で
あ
る
。
内
藤
乾
吉
氏
の
貴
重
な
業
績
に
依
拠
し
つ
つ
、
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

的
な
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

　
史
料
⑧
は
長
大
な
巻
子
の
一
部
と
思
わ
れ
、
現
在
三
一
三
五
行
か
ら
な
る
が

首
部
の
一
紙
を
失
っ
て
い
る
ら
し
い
。
八
行
目
ま
で
が
董
文
徹
の
牒
（
A
部
）
。

百
姓
の
衣
類
の
自
給
を
奨
励
す
る
た
め
の
方
策
を
敦
望
薄
に
進
言
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
を
受
け
、
長
官
一
県
令
の
弁
は
担
当
司
へ
の
下
付
を
命
じ
た
（
B

部
）
。
C
部
は
勾
検
官
の
記
事
。
ま
ず
、
録
事
が
文
書
を
受
理
し
た
日
付
を
記

す
。
勾
留
宮
二
の
門
受
事
発
辰
」
で
あ
る
。
次
に
主
簿
が
文
書
を
担
当
官
た
る

司
戸
へ
付
し
、
更
に
こ
の
受
・
付
記
事
に
印
を
捺
し
た
。
勾
検
官
一
の
「
付
事
」

　
　
⑧

「
遊
印
」
で
あ
る
。
C
部
は
、
公
事
の
遅
延
を
検
出
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
『
令
集
解
』
職
員
令
神
町
嘗
条
の
唐
令
私
記
に
よ
れ
ぽ
、
案
巻
と
は
別

に
主
典
が
受
・
付
を
記
録
し
て
い
た
ら
し
い
（
「
受
事
上
抄
偏
）
。
次
に
D
部
。
司

戸
の
尉
1
1
判
官
の
沢
は
、
決
裁
の
準
備
を
命
ず
る
。
そ
こ
で
史
一
主
典
の
氾
藝

は
紙
を
張
り
継
ぎ
、
案
を
検
し
た
旨
を
沢
に
報
告
し
た
。

　
こ
の
後
、
三
判
が
行
な
わ
れ
る
（
E
部
）
。
ま
ず
、
担
当
司
の
判
宮
た
る
沢
が

「
毎
季
点
検
」
と
す
る
こ
と
で
牒
を
採
択
し
た
き
旨
を
書
し
、
上
司
の
判
断
を

〈
史
料
⑧
〉

家
煮
花
須
着
、
貧
児
又
下
寺
衣
。
相
学
震
望
和
泊
、

穀
麦
漫
将
紅
絵
。
和
羅
既
無
定
言
、
自
惧
欝
欝
単

三
。
豊
唯
虚
喪
光
陰
、
赤
露
三
三
難
忍
。
其
桑
弓

累
年
勧
種
、
百
姓
並
足
自
供
。
望
請
検
校
営
田
宮
、

便
桑
箒
罰
点
閲
榮
子
及
布
。
城
内
県
官
自
薦
、
電
量

一
家
不
二
績
者
、
罰
一
廻
車
駄
遠
使
。
庶
兄
規
模

三
三
、
純
朴
絹
依
。
三
三
牒
挙
、
三
三
、
三
三
。

　
　
　
　
　
長
安
三
年
三
月
　
日
録
事
名
文
汗
塗

　
　
　
　
　
　
付
　
司
。
弁
　
示
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
臼

　
　
　
　
　
　
　
三
月
一
日
録
事
　
　
　
　
　
受

　
　
　
　
　
　
　
尉
摂
主
簿

　
　
　
　
　
　
検
　
案
。
沢
　
白
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
日

牒
。
検
案
、
連
如
前
。
謹
牒
。

　
　
　
　
　
三
月
　
日
史
氾
藝
　
牒

　
　
　
野
生
　
下
　
郷
、
及
　
傍

付
司
返

事
　
村

区
分ABCDE
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仰
ぐ
。
通
判
官
n
丞
と
思
し
い
余
□
は
こ
の
判
に
よ
る
旨
を
書
し
、
更
に
長
官

の
判
断
を
待
つ
。
長
官
の
弁
も
同
意
の
旨
を
書
し
、
か
く
し
て
豪
華
は
終
了
す

る
。
な
お
、
他
史
料
で
は
判
ず
る
官
が
三
人
で
な
い
例
、
通
判
官
・
長
官
が
判

官
の
判
を
修
正
し
た
例
も
見
ら
れ
る
。
唐
の
官
制
で
は
、
判
官
以
下
が
そ
れ
ぞ

れ
違
っ
た
案
件
を
担
当
し
た
り
、
更
に
は
別
局
に
分
か
れ
て
実
務
を
行
な
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

い
う
〈
分
判
一
分
曹
〉
制
を
と
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
判
官
や
別
局
が
お
の
お

の
の
案
件
を
「
分
判
」
「
判
」
し
、
複
数
の
判
官
・
別
冊
の
判
に
つ
い
て
通
判

官
が
「
通
判
」
し
、
更
に
そ
の
上
に
長
宮
が
「
総
判
」
す
る
の
が
、
割
判
制
の

基
本
的
な
あ
り
方
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
各
官
は
案
巻
に
自
筆
で
判
辞
を
書

き
記
し
て
い
た
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
F
部
は
、
決
裁
に
基
づ
い
て
発
給
さ
れ
た
敦
焼
県
符
の
控
え
。
符
の
末
尾
の

文
言
・
日
付
・
署
名
を
移
録
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
署
名
者

が
判
官
と
主
典
で
あ
っ
て
、
長
官
・
次
宮
の
署
名
が
な
い
点
で
あ
る
。
そ
れ
は

案
巻
に
三
判
が
記
録
さ
れ
た
こ
と
と
表
裏
の
関
係
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
文
書

内
容
の
責
任
分
担
は
案
巻
に
明
示
さ
れ
、

っ
て
稽
失
な
き
旨
が
記
さ
れ
、
案
全
体
の
標
目
が
付
け
ら
れ
る
（
G
部
）
。

こ
で
一
件
が
落
着
し
、
次
の
案
件
が
張
り
継
が
れ
て
行
く
。

　
以
上
、
　
周
知
の
事
実
を
長
々
と
書
き
連
ね
た
が
、

（
後
述
）
、
唐
の
三
唱
制
・
四
等
官
制
の
運
用
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
坊
、
使
家
々
知
委
、
急
呈

　
　
　
点
検
、
有
不
如
法
老
、
随
犯
科

　
　
　
決
、
諮
、
沢
　
白
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
日

　
　
　
依
　
　
判
、
　
諮
、
　
余
　
□
　
示
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
B

　
　
　
依
　
　
　
判
、
　
　
弁
　
　
　
示
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
厩

下
十
一
郷
、
譲
状
如
前
、
今
以
台
下
、
郷
士
准

状
、
落
鮎
奉
行
。

　
　
　
　
長
安
三
年
三
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐

尉　
　
　
　
　
　
　
　
史
氾
藝

　
　
　
　
三
日
一
R
〔
国
運
、
二
日
子
分
、
無
稽
。

　
　
　
　
録
事
張
　
　
　
　
　
　
検
、
無
稽
失
。

　
　
　
　
尉
摂
主
簿
自
判

牒
、
為
録
事
三
三
三
三
課
百
姓
営
田
判
下
郷
事

FG

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

施
行
文
書
の
署
名
は
か
か
る
役
割
を
果
た
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
後
に
勾
検
官
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
が
勾
検
官
の
「
勾
稽
」
「
省
署
抄
目
」
「
検
認
失
」
で
あ
る
。
こ

蛭
巻
に
見
ら
れ
る
事
務
処
理
の
あ
り
方
は
中
央
官
庁
で
も
同
様
で
あ
っ
た
と
見
て
良
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繰
り
返
し
言
え
ば
、
唐
の
判
と
は
、
判
官
一
通
判
官
一
長
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官
が
各
自
の
役
割
と
責
任
に
お
い
て
行
な
っ
た
自
筆
の
決
裁
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
判
辞
と
し
て
案
巻
に
残
さ
れ
、
施
行
文
書
の
基
礎
と
な
る

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
自
筆
の
決
裁
で
あ
れ
ば
、
判
は
官
吏
個
人
の
政
治
能
力
と
文
才
を
如
実
に
示
す
も
の
と
な
る
。
二
代
に
於
て
、
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

が
官
吏
の
試
験
科
目
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
文
学
上
の
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
な
っ
て
い
た
の
も
、
蓋
し
当
然
で
は
あ
っ
た
。

②
日
本
の
判
と
宣

奈良時代の宣（吉川）

　
そ
れ
で
は
、
日
本
の
判
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。

　
正
倉
院
文
書
に
は
西
域
の
案
巻
の
如
き
帳
簿
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
日
唐
の
案
巻
の
比
較
は
で
き
な
い
か
ら
、
日
本
の
判
の
実
態
は

主
に
四
等
官
の
通
掌
の
比
較
を
手
が
か
り
に
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
大
宝
・
養
老
の
職
員
令
に
見
え
る
四
等
宮
の
通
掌
を
示
せ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
⑫

表
九
の
通
り
で
あ
る
。
百
八
・
九
か
ら
日
舞
の
四
等
官
の
通
掌
を
比
較
す
る
と
、
主
に
三
つ
の
相
違
点
が
検
出
さ
れ
る
。

　
第
一
に
、
勾
検
宮
で
あ
る
。
日
本
令
に
は
勾
検
認
は
置
か
れ
ず
、
勾
検
事
務
は
判
官
と
主
典
が
担
当
す
る
。
ま
た
「
付
事
」
「
受
事
発
辰
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「
給
紙
筆
」
な
る
職
掌
が
除
か
れ
、
「
監
印
」
も
養
老
令
で
削
除
さ
れ
た
。

　
第
二
に
、
通
判
官
で
あ
る
。
「
通
判
官
」
な
る
官
名
は
、
日
本
律
令
で
は
「
次
嘗
」
に
書
き
直
さ
れ
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、
職
掌
の
表
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

〈表九〉　日本の四等官の通掌

長
　
官

次
　
官

判
官

主
典

史
　
肩

総
判
X
事

同
長
官

糺
判
X
内
・
審
署
文
案
・
勾
稽
失
・
知
宿
直

（
　
　
　
　
　
　
　
　
勘
校
○
○
・
　
△
△
・
監
印
）

受
事
上
抄
・
勘
署
文
案
・
検
出
忘
失
・
読
申
公
文

（
　
　
　
　
行
△
　
　
　
挙
間
○
○
・
△
△
△
△
）

食
上
公
文
・
行
署
文
案

（
○
○
　
　
　
△
△
　
　
）

（）内は大宝令。○は確実に

存在した語句，△は存在が推

定される語句。

も
改
変
さ
れ
て
い
る
　
唐
で
は
複
数
の
判
官
や
別
局
の
事
務
を
通
じ
て

へ判
ず
る
と
い
う
点
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
日
本
の
次
官
の
職
掌
は
単
に

長
宮
と
「
同
ジ
」
な
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
主
典
で
あ
る
。
唐
の
主
典
の
「
行
署
文
案
」
は
、
臼
本
で

は
史
生
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
主
典
に
「
読
申
公
文
」
な
る

職
掌
が
付
加
さ
れ
て
い
る
が
、
か
か
る
職
掌
は
劇
烈
の
法
制
史
料
に
は

見
い
出
せ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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結
局
の
と
こ
ろ
、
長
官
以
外
の
全
て
に
つ
い
て
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
問
題
の
判
に
つ
い
て
言
う
な
ら
、
　
日
本
令
で
は
長
官

（
更
に
言
う
な
ら
次
官
も
）
の
「
総
判
」
と
判
官
の
「
血
判
」
の
違
い
が
不
明
確
で
あ
り
、
古
代
の
明
法
家
に
も
明
瞭
な
相
違
点
は
認
識
さ
れ
て
い

　
　
　
⑭

な
か
っ
た
。

　
で
は
、
四
等
官
制
の
変
更
の
原
因
は
何
か
。
そ
の
一
つ
は
、
〈
分
母
一
分
曹
〉
制
を
部
分
的
に
し
か
継
受
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

本
の
律
令
官
制
で
は
、
本
局
四
等
官
に
対
す
る
別
局
と
し
て
養
畜
が
存
在
す
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
局
の
判
官
一
主
典
一
史
生
に
比
肩
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

る
官
職
構
成
を
有
す
る
品
官
は
、
弁
官
（
太
政
官
）
・
監
物
（
中
務
省
）
・
判
事
（
刑
部
省
・
大
宰
府
）
・
防
人
司
（
大
宰
府
）
程
度
に
過
ぎ
ず
、
他
の

品
官
は
唐
の
別
局
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
日
本
の
官
制
で
は
、
　
一
司
内
で
本
局
i
各
局
と
い
う
構
成
を
と
る
よ
り
も
、
省
－
職
・
寮

・
司
と
い
っ
た
所
管
一
被
管
の
別
宮
司
と
し
て
別
局
を
独
立
さ
せ
る
こ
と
を
選
ん
だ
よ
う
で
あ
る
（
職
・
寮
が
省
と
同
様
の
四
等
宮
構
成
を
と
る
こ

と
を
見
よ
）
。
ま
た
、
判
官
分
域
も
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
日
本
の
官
司
は
複
数
部
局
を
持
た
な
い
、
よ
ほ
ど
単
純
な
構
成
に

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
第
二
等
官
は
判
官
分
曹
や
別
局
の
判
を
「
通
判
」
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
し
、
勾
検
品
の
「
付
事
」
も
意

味
が
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
と
関
連
す
る
も
う
一
つ
の
原
因
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
案
巻
と
い
う
決
裁
の
シ
ス
テ
ム
が
継
受
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。

即
ち
、
あ
る
案
件
が
提
出
さ
れ
て
も
発
辰
や
捺
印
は
行
な
わ
れ
ず
、
ま
た
三
判
の
よ
う
な
自
筆
の
判
辞
の
積
み
重
ね
も
な
い
。
そ
し
て
、
決
裁

終
了
後
に
勾
検
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
1
こ
の
よ
う
な
官
司
事
務
し
か
日
本
律
令
制
定
老
は
構
想
せ
ず
、
現
実
に
も
案
巻
シ
ス
テ
ム
は

行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
を
詳
述
す
る
。

　
先
に
西
域
の
案
巻
を
紹
介
し
た
際
に
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
官
司
事
務
は
中
央
官
庁
で
も
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
し
た
。
そ
の
根
拠
の
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
つ
は
次
に
掲
げ
る
『
六
血
ハ
』
の
記
事
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
＝
…
…
5
…
…
F
…
…
ー
ー
－
ー
ー
ー
ト
ー
ー
r
「
「
－
I
－
…
…
　
　
　
§
　
　
　
　
　
（
付
）

　
　
　
⑨
凡
内
外
百
司
、
所
受
庶
事
、
皆
印
其
発
日
、
為
之
程
限
。
．
一
霞
受
、
二
田
報
。
其
事
速
及
送
囚
徒
、
随
至
即
付
。
小
事
五
臼
程
、
中
事
十
日
程
、

　
　
　
　
　
大
事
二
＋
日
程
、
事
案
三
＋
日
程
。
其
急
務
者
不
与
焉
。
，
，
小
事
判
勾
、
、
、
経
ゴ
天
已
下
者
㍉
，
、
給
，
嗣
、
臨
礁
、
四
宝
以
上
Y
、
，
給
ゴ
a
得
，
，
中
魏
毎
経
，
嗣
，
人
、
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奈良時代の宜（吉川）

　
　
　
　
　
　
　
．
（
遷

　
　
　
　
　
鰍
彊
，
一
日
α
、
犬
事
各
。
茄
，
副
，
団
程
軌
，
，
府
外
律
醐
司
堀
，
，
成
率
此
軌
，
，
若
有
事
速
、
及
限
内
懐
了
者
、
不
在
此
例
。
其
文
書
受
付
日
、
二
面
囚
徒
、
並
不
在
程
限
。

　
　
　
⑩
凡
文
案
既
成
、
勾
司
行
朱
。
詑
皆
書
其
上
端
、
記
年
月
日
、
納
諸
庫
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

簡
単
に
解
説
を
加
え
る
と
、
史
料
⑨
は
『
唐
事
拾
遣
』
に
よ
っ
て
字
句
を
や
や
修
正
し
た
が
、
案
の
処
分
の
程
隈
を
規
定
し
た
も
の
。
ま
た
、

⑩
は
施
行
文
書
と
案
の
完
成
後
に
行
わ
れ
る
べ
き
、
勾
検
官
の
朱
筆
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
と
案
の
保
管
法
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。
⑨
と
⑩
の

述
べ
る
と
こ
ろ
が
、
案
巻
に
見
ら
れ
た
官
司
の
事
務
決
裁
の
実
際
と
ま
さ
に
一
致
す
る
点
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
史
料
⑨
は
唐
公
式
令
の
条
文
を
移
録
し
た
も
の
と
考
え
て
良
く
、
し
か
も
そ
れ
は
日
本
令
に
も
継
受
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
史

料
⑨
を
藍
本
と
す
る
養
老
公
式
令
受
事
条
で
は
i
一
部
を
簡
単
に
「
受
事
」
と
す
る
の
み
で
あ
り
、
更
に
公
判
．
勾
稽
に
関
わ
る
…
…
部
は
完

全
に
削
除
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
史
料
⑩
は
公
式
令
の
取
意
文
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
継
受
し
た
と
み
ら
れ
る
養
老
公
式
令
案
成
条
は
、

　
　
　
⑭
　
凡
案
成
者
、
具
条
納
目
。
目
皆
案
軸
。
書
其
上
端
云
、
某
年
某
月
某
司
納
案
目
。
毎
十
五
日
、
収
庫
省
思
。
其
詔
勅
昌
、
別
所
菅
野
。

と
い
う
も
の
で
、
案
の
「
納
目
し
の
あ
り
方
は
『
六
典
』
よ
り
明
確
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
「
勾
司
扁
の
勾
検
事
務
は
全
く
規
定
さ
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
勿
論
、
日
本
に
は
勾
贈
官
は
存
在
し
な
い
が
、
判
官
・
主
典
の
勾
稽
は
職
掌
に
明
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
⑭
で
は
案
巻
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
勾
検
事
務
自
体
を
想
定
し
て
い
な
い
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
（
大
宝
令
も
同
様
で
あ
ろ
う
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
う
し
て
、
史
料
⑨
～
⑪
か
ら
、
　
日
本
律
令
の
制
定
者
に
は
案
外
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た

（
正
倉
院
文
書
に
案
巻
が
遺
存
し
な
い
の
は
、
そ
も
そ
も
案
巻
が
日
本
に
な
か
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
）
。
従
っ
て
、
案
巻
に
残
さ
れ
る
べ
き
判
官
－
通
判

官
－
長
官
の
自
筆
の
判
辞
は
、
日
本
で
は
当
初
か
ら
存
在
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
個
々
の
痴
人
の
判
断
は
記
録
に
残
ら
ず
、
一
官

司
全
体
の
最
終
的
な
意
志
決
定
に
対
す
る
賛
同
の
み
が
、
署
名
に
よ
っ
て
文
書
や
帳
簿
に
表
さ
れ
る
と
い
う
方
式
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

唐
と
は
異
な
り
、
日
本
の
公
文
書
に
四
等
宮
の
全
て
が
署
名
し
た
原
因
は
実
に
こ
こ
に
存
す
る
と
思
わ
れ
る
。
本
巻
・
三
判
制
を
持
た
な
い
日

本
の
四
等
官
制
は
、
文
書
へ
の
署
名
如
何
に
よ
っ
て
責
任
が
問
わ
れ
る
連
帯
貴
任
の
体
系
に
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
唐
の
案
巻
シ
ス
テ
ム
ニ
ニ
判
事
と
異
な
る
、
日
本
独
自
の
庁
務
決
裁
シ
ス
テ
ム
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
こ
れ
を
解
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く
鍵
は
、
主
典
の
通
掌
た
る
「
読
申
公
文
」
で
あ
る
。
こ
の
「
読
申
公
文
」
は
、
先
述
の
如
く
、
日
本
の
職
員
令
独
自
の
語
句
と
思
し
い
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
内
容
は
判
然
と
し
な
い
が
、
文
字
の
意
味
か
ら
兇
て
、
判
を
行
な
い
得
る
判
官
以
上
の
宮
（
複
数
で
も
良
い
）
に
対
し
て
、
決
裁
を
求
め
る
公

文
を
旗
頭
で
「
読
ミ
申
ス
」
こ
と
で
判
断
を
仰
ぐ
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
て
読
み
上
げ
ら
れ
た
公
文

へ
の
決
裁
も
ま
た
、
や
は
り
口
頭
で
指
示
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
私
は
、
こ
れ
こ
そ
、
官
司
内
の
「
宣
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
る

も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
自
筆
の
三
二
が
案
巻
に
書
き
連
ね
ら
れ
る
唐
の
方
式
と
は
異
な
り
、
主
典
の
口
頭
の
「
読
申
」
に
対
し
て
判
官
以
上
が

口
頭
に
よ
る
判
一
宣
を
与
え
る
、
と
い
う
方
式
を
想
定
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
判
一
宣
を
受
け
た
主
典
は
こ
れ
を
文
章
化
し
、
処
分
巻
の

名
を
記
す
こ
と
で
一
件
が
落
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
更
に
文
書
が
発
給
さ
れ
る
場
合
に
は
、
基
本
的
に
全
員
の
署
名
が
据
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
の
読
申
↓
判
（
勧
宣
）
の
実
態
は
、
九
世
紀
の
太
政
官
の
「
政
」
に
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
、
『
弘
仁
式
』
に
は
「
政
」
に
関
す
る
次
の
二
つ
の
規
定
が
存
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
⑫
　
凡
内
外
諸
司
所
申
庶
務
。
弁
官
総
勘
、
申
太
政
官
。
其
史
読
申
、
皆
依
司
次
。
…
…

　
　
　
⑬
　
凡
庶
務
申
太
政
官
、
若
大
臣
不
在
者
、
申
申
納
言
以
上
。
其
事
重
重
、
臨
時
奏
裁
。
自
余
准
例
処
分
。
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ま
た
、
『
延
喜
式
』
で
は
次
の
規
定
が
追
加
さ
れ
た
。

　
　
　
⑭
凡
諸
司
諸
国
申
政
之
時
、
史
読
申
已
詑
、
弁
判
繭
云
々
。
畢
書
史
仰
云
縦
。
磁
土

⑫
は
、
弁
官
の
太
政
官
へ
の
申
政
に
関
す
る
規
定
。
弁
官
の
「
総
勘
」
の
後
、
太
政
官
主
典
の
史
が
「
読
申
」
す
る
。
一
方
⑬
で
は
、
奏
上
す

る
に
及
ば
な
い
事
項
に
つ
い
て
、
「
申
」
を
受
け
た
中
納
言
以
上
1
1
長
官
・
次
官
が
「
処
分
」
す
る
こ
と
を
記
す
。
ま
た
、
⑭
は
⑫
の
「
弁
官

総
勘
」
部
分
、
所
謂
結
政
で
の
作
法
と
解
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
も
主
典
の
史
が
判
官
の
弁
へ
「
要
所
」
し
、
そ
れ
に
対
し
て
弁
は
「
判
」
を

「
日
」
う
。
こ
の
よ
う
に
、
史
の
読
申
は
弁
・
中
納
言
以
上
と
二
段
階
に
わ
た
っ
た
。
中
納
言
以
上
へ
の
読
申
に
対
す
る
「
処
分
」
の
方
法
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

⑫
⑬
か
ら
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
西
宮
記
』
『
北
山
抄
』
『
江
象
次
第
』
の
記
述
か
ら
は
、
外
記
政
に
お
け
る
史
の
惚
惚
と
、
上
・
卿
（
1
1
中
納
言
以
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奈良時代の宣（吉川）

　
　
　
　
　
コ
　
シ

上
）
の
宣
「
与
之
」
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
か
か
る
旦
蹟
処
分
は
九
世
紀
に
遡
ら
せ
て
大
過
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
結
政
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

弁
の
口
頭
で
の
指
示
は
、
石
川
名
足
の
事
例
か
ら
、
八
世
紀
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
以
上
、
九
世
紀
の
太
政
官
の
「
政
」
に
お
け
る
読
申
↓
判
（
一
宣
）
を
確
認
し
た
。
「
政
」
の
次
第
は
八
世
紀
で
も
同
様
で
あ
っ
た
と
推
測

　
　
⑳

さ
れ
る
が
、
上
の
考
察
結
果
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
は
三
権
網
が
形
骸
化
し
た
も
の
で
は
全
く
な
く
、
日
本
律
令
の
制
定
者
が
想
定
し
て
い
た
政

務
決
裁
の
方
式
そ
の
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
太
政
官
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
各
官
司
に
共
通
す
る
決
裁
シ
ス
テ
ム
と

考
え
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
日
本
律
令
国
家
の
官
司
事
務
決
裁
シ
ス
テ
ム
が
明
ら
か
に
な
っ
た
以
上
、
正
倉
院
文
書
の
〈
宣
一
判
〉
の
意
味
も
明
白
で
あ
ろ
う
。

処
分
即
ち
〈
宣
一
判
〉
は
命
を
受
け
た
官
人
が
文
章
化
し
、
処
分
者
の
名
を
明
記
す
る
（
署
名
が
行
な
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
）
こ
と
で
責
任
の
所
在

を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
「
宣
」
「
判
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
造
東
大
寺
司
の
場
合
、
宣
一
判
を
記
録
す
る
の
は
主

典
と
は
限
ら
な
い
。
主
典
が
〈
宣
一
判
〉
の
主
体
で
あ
る
場
合
さ
え
あ
る
の
で
あ
り
、
史
生
・
案
主
も
一
定
の
役
割
を
果
し
て
い
る
。
か
か
る

あ
り
方
は
他
官
司
で
も
同
様
か
も
知
れ
ず
、
更
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
日
本
の
官
司
の
決
裁
方
法
は
、
唐
の
案
巻
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
れ
ば
確
か
に
未
熟
な
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
の
「
文
書

行
政
」
は
官
司
内
の
実
況
を
置
き
去
り
に
し
て
嘗
司
間
の
文
書
の
み
を
発
達
さ
せ
た
も
の
と
も
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
と
て
、

案
巻
に
み
る
よ
う
な
決
裁
シ
ス
テ
ム
を
ど
れ
ほ
ど
古
く
か
ら
発
達
さ
せ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
居
延
漢
音
な
ど
に
案
巻
的
な
も
の
が
見
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
推
し
て
も
、
そ
れ
は
紙
の
使
用
法
に
習
熟
し
、
複
雑
な
官
署
が
成
立
し
て
以
後
の
こ
と
に
違
い
な
い
。
中
国
に
お
け
る
三
判
調
－

案
巻
シ
ス
テ
ム
の
成
立
史
は
、
今
後
深
め
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　
尤
も
、
日
本
独
自
の
決
裁
シ
ス
テ
ム
に
も
一
定
の
歴
史
的
前
提
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
東
野
治
之
氏
の
提
唱
さ
れ
た
「
三
等
官

制
翫
論
、
即
ち
四
等
官
制
以
前
の
官
司
は
、
長
官
と
そ
れ
を
補
佐
す
る
次
官
、
及
び
書
記
官
か
ら
な
っ
て
い
た
と
い
う
説
は
魅
力
的
で
あ
る
が
、

か
か
る
官
制
に
は
読
申
↓
判
（
H
宣
）
な
る
決
裁
方
法
は
正
に
適
合
的
で
あ
る
。
ま
た
、
各
官
司
の
講
成
員
が
官
司
の
判
断
を
独
断
せ
ず
に
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「
共
知
」
す
る
べ
き
だ
と
い
う
政
治
規
範
を
、
十
七
条
憲
法
以
来
の
い
く
つ
か
の
史
料
に
疑
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
各
官
吏
が
欄

個
の
判
辞
を
連
ね
る
唐
の
案
巻
シ
ス
テ
ム
よ
り
も
、
む
し
ろ
〈
宣
1
1
判
〉
へ
署
名
に
よ
っ
て
同
意
す
る
と
い
う
日
本
の
決
裁
方
法
に
近
し
い
。

即
ち
、
律
令
制
の
決
裁
シ
ス
テ
ム
が
そ
れ
以
前
の
方
式
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
、
十
分
考
慮
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点

を
踏
ま
え
、
官
司
機
構
の
運
用
と
い
う
観
点
か
ら
律
令
官
僚
制
・
公
文
書
制
の
成
立
史
を
辿
っ
て
み
る
の
も
、
興
味
あ
る
研
究
諜
題
で
あ
ろ
う
。

①
　
中
田
薫
「
養
老
令
官
制
の
研
究
」
（
『
法
制
史
論
集
』
一
二
上
、
　
一
九
四
三
年
、
発

　
表
は
三
七
年
）
、
利
光
三
津
夫
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
官
司
制
に
つ
い
て
」
（
『
法

　
学
研
究
』
四
二
一
九
、
　
一
九
六
九
年
）
、
滋
賀
秀
三
『
訳
註
臨
本
律
令
』
五
・
名

　
例
二
四
〇
露
訳
識
（
一
九
七
九
年
）
。

②
　
註
①
各
論
文
の
ほ
か
、
池
田
温
「
律
令
官
制
の
形
成
」
（
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』

　
五
、
一
九
七
〇
年
）
、
時
野
谷
滋
「
日
唐
の
四
等
官
」
（
『
律
令
鋼
の
諸
問
題
』
、
一

　
九
八
四
年
）
。

⑧
．
．
日
琶
由
轟
轟
〉
＆
↓
霞
h
き
U
o
8
ヨ
①
馨
ω
．
．
H
（
お
鴫
。
。
、
Q
。
O
）
。
土
肥
義
和

　
「
永
徽
二
年
東
宮
諸
府
職
員
令
の
復
原
」
（
『
国
学
院
雑
誌
』
八
三
～
二
、
｝
九
八

　
二
年
）
も
参
照
の
こ
と
。

④
後
述
の
如
く
唐
の
官
制
は
〈
分
判
－
分
曹
〉
制
を
基
本
と
す
る
か
ら
、
四
等
官

　
の
通
掌
は
本
局
に
つ
い
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
陽
等
官
の
揃
っ
た
最
初

　
の
本
局
で
あ
る
門
下
坊
（
左
春
坊
）
は
欠
失
部
に
あ
っ
て
検
討
で
き
な
い
の
で
、

　
典
書
坊
（
右
春
坊
）
と
家
令
寺
か
ら
通
裳
を
抽
出
し
た
。

⑥
唐
長
濡
氏
の
用
語
に
よ
る
。
池
田
温
「
中
国
に
お
け
る
吐
魯
番
文
書
整
理
研
究

　
の
進
展
」
（
『
史
学
雑
誌
』
九
一
一
三
、
一
九
八
二
年
）
。

⑥
　
内
藤
乾
吉
「
西
域
発
見
唐
代
官
文
露
の
研
究
」
（
『
西
域
文
化
研
究
』
三
、
一
九

　
六
〇
年
）
。

⑦
大
谷
探
検
隊
発
見
二
八
三
六
号
文
書
（
前
掲
内
藤
論
文
、
簡
大
谷
文
書
集
成
隔

　
一
〈
一
九
八
四
年
〉
）
。

⑧
『
六
典
』
（
巻
一
、
左
右
司
郎
中
条
）
に
よ
れ
ば
施
行
公
文
へ
の
捺
印
も
「
監

　
印
長
官
」
が
行
な
い
、
印
は
夜
に
な
る
と
宿
直
の
官
長
（
在
京
諸
司
）
・
当
処
の

　
長
官
（
在
外
諸
司
）
に
送
付
さ
れ
た
。
印
の
最
終
管
理
責
任
は
長
官
に
あ
る
（
『
唐

　
律
疏
口
幅
無
量
律
長
官
使
人
語
犯
条
）
が
、
日
中
の
業
務
で
は
勾
検
官
が
印
を
監

　
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
『
令
集
解
』
職
員
令
太
政
官
条
「
兼
監
官
即
」
の
田

虫
は
、
即
そ
の
も
の
を
長
官
が
、
捺
印
行
為
を
少
納
言
が
監
補
す
る
と
述
べ
、
蜀

　
本
の
「
監
官
印
」
は
唐
令
の
「
監
印
」
と
は
監
掌
の
意
味
が
異
な
る
と
論
じ
る
。

　
即
ち
令
釈
は
、
唐
の
「
監
印
」
は
捺
印
行
為
の
監
督
で
は
な
く
、
印
そ
の
も
の
の

　
監
掌
だ
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
的
を
得
た
解
釈
で
は
あ
る
ま
い
か
。

⑨
　
『
六
典
』
に
記
さ
れ
た
唐
の
官
制
は
複
雑
で
あ
る
が
、
官
司
の
職
務
の
分
掌
と

　
い
う
点
に
注
目
し
て
整
理
す
る
と
、
次
の
四
つ
の
類
型
を
見
い
幽
す
こ
と
が
で
き

　
る
。

　
　
　
①
　
長
を
も
つ
別
局
を
構
成
す
る
も
の
（
括
弧
内
は
製
局
の
主
典
よ
り
上
位

　
　
　
　
　
の
官
）

　
　
　
　
　
　
尚
書
都
省
一
－
六
部
（
巻
－
侍
郎
一
郎
－
甲
）

　
　
　
　
　
　
秘
書
省
・
殿
中
省
・
内
侍
省
・
太
子
左
春
雲
－
局
（
令
・
郎
一

　
　
　
　
　
　
　
丞
）

　
　
　
　
　
　
九
五
・
五
監
・
太
子
三
寺
－
署
（
令
一
丞
）
・
監
（
監
…
丞
）

　
　
　
②
　
判
官
以
下
が
別
々
の
曹
を
分
掌
す
る
も
の
（
仮
に
「
遡
官
設
曹
」
と
称

　
　
　
　
す
る
）

　
　
　
　
　
　
尚
書
六
部
、
左
右
十
六
衛
、
友
右
羽
林
軍
、
太
子
左
右
諸
率
府
、

　
　
　
　
　
　
　
府
州
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奈良時代の宣（吉州）

　
　
③
主
典
の
み
が
励
々
の
曹
を
分
掌
す
る
も
の
・
…
：
県

　
　
④
曹
に
は
分
か
れ
な
い
が
凋
官
の
分
掌
が
明
瞭
な
も
の

　
　
　
　
　
　
中
書
省
（
「
六
人
分
押
晦
終
世
司
」
）

　
　
　
　
　
　
大
理
虫
寸
（
「
六
丞
判
尚
書
六
曲
習
所
川
統
百
司
及
㍊
繭
州
川
務
」
）

本
文
の
蓑
八
か
ら
は
複
数
の
判
官
の
「
夢
判
」
に
対
し
て
、
通
判
官
が
「
通
判
」

す
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
が
、
判
官
の
「
分
判
」
に
は
い
ろ
い
ろ
な
方
式
が
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
エ

た
。
ま
ず
、
右
の
①
の
よ
う
な
官
司
の
本
局
で
は
、
特
定
の
案
件
に
は
決
ま
っ
た

判
官
が
轟
た
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
自
由
に
「
分
判
」
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
や
や
専
門
化
し
た
の
が
④
と
思
わ
れ
、
更
に
案
件
の
種
類
励
に
担
当
判
官

が
固
定
し
た
の
が
②
と
思
わ
れ
る
（
③
は
そ
の
簡
略
形
で
あ
ろ
う
）
。
い
ず
れ
に

せ
よ
複
数
の
判
官
の
存
在
こ
そ
「
分
籍
」
の
前
提
で
あ
り
、
判
官
分
曹
は
「
分
判
」

を
職
務
内
容
に
よ
っ
て
固
定
化
し
た
も
の
と
評
価
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
う

　
そ
れ
で
は
、
①
の
別
局
を
如
何
に
考
え
れ
ば
良
い
か
。
少
な
く
と
も
、
別
科
が

本
局
と
同
様
の
官
職
構
成
を
持
つ
も
の
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、

尚
書
六
部
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
別
局
で
は
四
等
官
制
が
貫
徹
し
て
お
ら
ず
、
長

（
令
・
郎
・
監
）
一
士
一
主
典
の
み
が
置
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
別
置
に
は
勾
検

官
も
ま
ず
置
か
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
、
東
宮
諸
府
職
員
令
に
見
え
る
画
竜
を
検

討
す
る
と
、
長
の
通
掌
は
「
判
X
事
」
、
丞
の
通
掌
は
「
検
校
X
購
」
ら
し
い
こ

と
に
気
付
く
（
典
膳
局
な
ど
）
。
つ
ま
り
、
長
は
「
総
判
」
せ
ず
、
ま
た
丞
は
「
判
」

を
行
な
わ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
。
別
局
の
長
の
官
品
は
塞
局
の
次
官
【
よ
り
低
い

こ
と
、
つ
ま
り
本
局
の
判
官
と
同
等
で
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点

を
総
合
す
れ
ば
、
別
局
と
は
本
局
と
同
様
の
「
官
司
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
判
官

分
曹
に
補
佐
職
の
丞
が
加
え
ら
れ
、
作
業
単
位
と
し
て
強
化
さ
れ
た
も
の
と
理
解

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
墓
務
決
裁
の
上
で
は
、
複
数
の
別
局
の
「
判
」
に
対

し
て
本
局
の
通
判
官
が
「
通
行
」
し
、
長
官
が
「
総
判
」
す
る
と
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
ま
た
本
局
の
勾
検
官
は
、
別
局
に
対
し
て
も
「
付
事
」
や
「
勾
稽
」
を
行

な
う
の
で
あ
ろ
う
（
制
授
・
奏
授
告
身
重
に
お
け
る
尚
書
都
省
左
司
郎
中
の
「
付

某
司
」
を
見
よ
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
鋼
局
を
判
官
分
曹
の
発
展
形
態
と
理
解
す
る
。
そ
し

て
、
判
官
の
「
分
判
」
↓
判
官
分
曹
↓
別
立
、
の
す
べ
て
を
〈
分
凋
一
分
曹
〉
綱

と
称
し
た
い
と
思
う
。

　
本
局
i
馬
鞭
に
つ
い
て
付
言
す
る
。
唐
の
公
式
令
は
鋼
局
の
存
在
を
前
提
に
し

た
文
欝
様
式
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
内
容
は
、
敦
煙
発
見
の
開
元
年
間

の
公
式
令
断
簡
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
　
（
仁
井
田
陞
腕
唐
墨
拾
遺
翫
〈
一

九
三
三
年
〉
公
式
令
。
　
た
だ
し
一
部
に
誤
り
が
あ
り
、
前
掲
の
．
．
↓
昌
由
轟
ロ
σ
q

＞
岡
己
同
舞
匿
鵠
U
o
。
ロ
ヨ
①
昇
ω
．
、
H
　
に
依
る
べ
き
で
あ
る
）
。
ま
ず
、
「
関
」
は

「
内
外
諸
司
、
同
長
官
而
別
職
局
者
」
間
、
つ
ま
り
別
局
間
の
文
書
で
あ
る
。
ま

た
、
「
牒
」
は
尚
書
都
遷
か
ら
省
内
諸
司
に
対
す
る
文
書
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
応

受
刺
之
局
、
於
管
内
行
牒
」
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
本
局
か
ら
別

局
へ
は
「
牒
」
が
、
瀦
局
か
ら
本
局
へ
は
「
刺
」
が
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま

と
め
れ
ば
左
騒
の
通
り
で
あ
る
。
一
方
、
本
局
問
で
は
符
（
下
達
）
・
解
（
上
申
）

・
移
（
並
行
）
が
使
用
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
の
官
司
文
書
は
四
等
官
を
も

つ
「
官
司
」
間
の
文
書
と
、
「
官
司
」
内
の
文
書
の
二
本
立
て
に
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
鞠
官
分
瞥
で
は
「
官
司
」
内
文
書
は
恐
ら
く
不
必
要
で
あ
ろ
う
し
、

「
臼
歯
」
へ
の
決
裁
と
「
官
司
」
四
文
汎
口
が
加
明
記
な
る
麹
町
係
に
あ
っ
た
か
は
未
鋤
静

で
あ
る
が
、
と
も
か
く
難
局
が
四
等
窟
を
持
つ
「
官
司
」
と
次
元
の
異
な
る
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
臼
本
の
官
制
に
は
別
口
が
発
達

し
て
い
な
い
か
ら
（
後
述
）
、
刺
・
関
な
ど
の
文
書
は
存
在
せ
ず
、
か
か
る
牒
の

牒

本
局
↑

↓
別
局

刺

関
↑
↓
関

刷
局
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使
用
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
（
例
外
は
『
延
喜
式
隠
巻
一
一
・
二
九
の
少
納
雷

　
・
弁
宮
間
、
刑
部
省
・
判
無
間
の
「
牒
」
、
た
だ
し
相
互
に
配
す
る
）
。
ま
た
、
律

　
令
官
司
の
「
管
隷
」
関
係
や
官
人
考
諜
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
日
唐
の
官
司
構

　
造
の
差
異
を
踏
ま
え
て
論
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑩
敦
燵
発
見
の
開
元
公
式
令
（
前
掲
）
で
は
、
移
・
符
に
お
い
て
、
部
中
（
判
官
）

　
と
主
事
・
令
史
・
需
令
史
（
主
典
）
の
署
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
別

　
局
関
係
文
澄
口
の
開
・
牒
｝
で
も
長
窪
）
。
　
ま
た
、
鷹
の
過
所
が
近
江
園
城
寺
に
伝
え

　
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
判
官
と
主
典
が
署
し
て
い
る
（
内
藤
湖
南
「
三
井
寺

　
所
蔵
の
唐
過
所
に
就
て
」
〈
『
内
藤
湖
南
金
集
』
七
、
発
表
は
　
九
一
二
一
年
〉
）
。

⑪
　
宙
原
亨
吉
「
癌
代
の
「
判
」
に
つ
い
て
」
（
『
東
方
学
報
隠
京
都
三
三
、
一
九
六

　
驚
一
年
）
。

⑫
　
　
『
令
集
解
隔
職
員
令
神
舐
官
条
・
太
政
官
条
。
大
宝
令
に
お
け
る
通
掌
に
つ
い

　
て
は
、
砂
川
和
義
他
「
大
宝
令
復
原
研
究
の
現
段
階
」
ω
（
『
法
制
史
研
究
隠
一
二

　
〇
、
一
九
八
一
年
）
を
参
考
に
し
た
。

⑬
　
太
政
官
に
お
い
て
は
少
納
言
に
「
兼
監
官
印
」
の
職
掌
が
残
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

　
『
令
集
解
』
職
員
令
太
政
官
条
の
古
記
に
よ
れ
ば
、
大
宝
令
の
太
政
宮
の
「
監
印
」

　
は
左
大
弁
の
職
掌
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
大
宝
公
式
令
天
子
神
璽

　
条
に
規
定
す
る
外
印
の
使
用
法
が
養
老
令
と
異
な
っ
て
い
た
こ
と
も
想
起
さ
れ

　
（
弥
・
氷
M
貝
一
二
「
大
宝
A
¶
逸
文
一
条
」
『
幽
人
学
雑
難
隠
』
山
ハ
○
一
七
、
　
一
九
｝
血
　
年
）
、

　
太
政
官
・
諸
司
の
「
盤
印
」
に
つ
い
て
は
唐
令
継
受
の
問
題
な
ど
か
ら
更
に
検
討

　
が
必
要
で
あ
る
。

⑭
⑮
　
中
田
薫
「
養
老
令
官
制
の
研
究
」
（
前
掲
）
。

⑯
大
・
中
・
少
の
区
分
（
大
内
記
・
中
内
記
・
少
内
記
な
ど
）
は
、
日
本
令
で
は

　
大
納
言
．
少
納
言
以
外
は
、
四
等
宮
の
別
の
等
級
に
あ
る
こ
と
を
示
さ
な
い
よ
う

　
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
マ

⑰
　
職
員
令
画
工
司
条
の
「
判
司
事
」
や
家
令
職
員
令
π
㎜
条
の
「
検
校
家
事
」
に

　
示
さ
れ
た
熊
掌
、
更
に
各
「
司
」
の
三
等
語
構
成
な
ど
に
別
冊
制
継
受
の
痕
霧
が

　
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
特
に
文
書
行
政
の
あ
り
方
な
ど
か
ら
見
れ
ば
、
「
司
」
に

　
職
や
寮
と
は
異
な
っ
た
別
局
と
し
て
の
運
用
が
想
定
・
実
施
さ
れ
て
い
た
と
は
考

　
え
難
い
。
　
な
お
、
　
天
平
宝
掌
年
間
の
造
東
大
寺
司
で
は
、
判
官
・
主
典
な
ど
が

　
「
別
嶺
」
と
し
て
各
「
所
」
の
職
務
を
分
担
し
て
い
た
（
五
i
一
八
八
～
二
〇
一
）
。

　
あ
る
官
人
が
複
数
の
「
所
」
の
励
当
で
あ
る
点
な
ど
は
や
や
異
な
る
が
、
判
官
分

　
暫
と
の
類
似
性
が
注
倒
さ
れ
る
。

⑱
『
六
典
』
巻
一
、
左
右
司
郎
中
条
。
注
は
略
し
た
。

⑲
仁
井
田
陞
『
唐
令
拾
遺
』
（
前
掲
）
公
式
令
復
原
第
三
八
条
。

⑳
利
光
三
津
夫
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
官
司
制
に
つ
い
て
」
（
前
提
）
が
臼
唐
の

　
「
判
文
」
の
違
い
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
い
る
。

⑳
大
宝
令
で
は
、
解
・
移
・
過
所
に
は
長
官
～
主
典
が
署
名
し
た
ら
し
い
（
日
本

　
思
想
体
系
『
律
令
』
〈
一
九
七
六
年
〉
公
式
令
移
式
条
・
過
所
式
条
補
注
V
。
養
老

　
令
で
は
移
式
が
長
官
・
主
典
、
過
所
式
が
次
官
・
主
典
の
署
に
変
更
さ
れ
た
が
、

　
こ
れ
と
て
判
官
・
主
典
の
署
が
据
え
ら
れ
た
唐
の
官
司
文
書
と
は
異
な
り
、
大
宝

　
令
制
を
簡
略
に
し
た
も
の
と
見
な
し
得
る
。
な
お
、
符
は
例
示
が
太
政
官
に
な
つ

　
て
い
る
た
め
判
然
と
し
な
い
が
、
長
官
と
主
典
の
署
で
あ
る
の
が
令
意
ら
し
い

　
（
前
掲
『
律
令
』
公
式
令
符
式
条
頭
注
）
。

＠
　
太
政
官
の
「
政
」
に
つ
い
て
は
、
橋
本
義
則
「
「
外
記
政
」
の
成
立
」
（
『
史
林
』

　
六
四
一
六
、
一
九
八
一
年
）
、
森
田
悌
「
太
政
官
制
と
政
務
手
続
」
（
『
古
代
文
化
』

　
三
四
－
九
、
一
九
八
二
年
）
。

㊧
　
『
延
冨
式
』
巻
一
一
・
太
政
官
、
第
一
・
二
条
（
「
弘
」
の
標
目
あ
り
）
。

⑭
　
　
『
延
喜
式
』
巻
　
～
・
太
政
官
、
第
六
条
（
「
延
」
の
標
目
あ
り
）
。

⑮
　
『
西
宮
記
』
巻
七
・
外
詑
政
、
『
北
山
抄
蟹
田
七
・
外
記
政
、
『
江
家
次
第
』
巻

　
一
八
・
外
記
政
。

⑳
　
　
『
続
田
本
紀
隠
延
暦
七
年
六
月
丙
戌
条
。
森
田
前
掲
論
文
の
指
摘
に
よ
る
。

⑳
橋
本
義
則
「
「
外
記
政
」
の
成
立
」
（
前
掲
）
。
な
お
、
平
安
商
量
の
南
所
申
文

　
・
陣
申
文
で
は
口
頭
に
よ
る
読
申
は
行
な
わ
れ
ず
、
上
卿
は
文
脅
を
見
て
処
断
目
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宣
を
下
し
た
。

⑳
　
天
平
勝
宝
元
年
八
月
の
「
大
納
言
藤
原
家
牒
」
に
対
し
、
造
寺
司
は
「
判
許

　
判
官
安
倍
朝
臣
　
申
上
福
物
」
な
る
判
文
を
追
記
し
て
い
る
（
三
二
七
三
）
。
福

　
物
は
川
村
福
物
と
見
ら
れ
造
寺
司
照
等
官
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
「
申
」
↓
「
判
」

　
な
る
関
係
が
見
ら
れ
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
申
」
は
他
に
も
見
い

　
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
全
て
の
判
が
龍
頭
処
分
と
関
係
す
る
訳
で
は
な
く
、

　
書
面
上
の
手
続
き
だ
け
で
済
ん
だ
も
の
も
当
然
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
ひ

⑲
利
光
三
津
失
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
官
司
制
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
。

⑳
東
野
治
之
「
羅
子
壷
我
国
の
職
官
制
度
」
（
『
・
ス
ト
リ
ア
』
五
八
、
一

　
九
七
一
年
）
。

⑳
『
日
本
覆
紀
』
推
古
十
二
年
四
月
庚
粟
国
（
十
七
日
）
、
『
百
日
本
紀
』
天
平
二

　
年
十
月
甲
子
条
・
天
平
十
四
年
五
月
庚
午
条
な
ど
。

奈良時代の宣（吉川）

結

言E
口臼

　
三
章
に
わ
た
っ
て
奈
良
時
代
の
宣
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
既
存
の
研
究
よ
り
も
幾
分
具
体
的
に
、
宣
の
実
体
や
文
書
行
政
と
の
関
係
を

明
ら
か
に
で
き
た
か
と
思
う
。

　
し
か
し
、
上
面
も
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
。
何
よ
り
、
現
在
知
ら
れ
る
奈
良
時
代
の
宣
の
大
部
分
が
、
写
経
所
関
係
の
も
の
で
あ
る
点
が
問

題
で
あ
る
。
造
東
大
寺
司
一
写
経
所
と
い
う
機
構
が
一
般
の
官
司
と
如
何
な
る
点
で
相
違
し
、
如
何
な
る
点
で
共
通
し
て
い
た
か
を
、
別
の
観

点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
〈
宣
一
判
〉
は
良
い
と
し
て
、
〈
奏
宣
の
宣
〉
が
こ
こ
ま
で
多
数
か
つ
直
接
的
に

現
わ
れ
る
の
が
、
一
般
の
宮
司
で
も
同
様
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
て
、
平
安
時
代
の
内
侍
宣
と
の

関
係
を
見
据
え
つ
つ
、
奈
良
時
代
の
女
宮
・
尼
の
宣
の
一
般
的
状
況
を
更
に
考
え
た
い
。

　
ま
た
、
右
の
点
に
も
関
連
す
る
が
、
本
稿
で
は
議
政
宮
の
宣
1
1
上
宣
が
扱
え
な
か
っ
た
。
こ
の
間
題
も
く
奏
宣
の
宣
V
〈
宣
一
判
〉
の
両
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

面
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
他
日
を
期
し
た
い
。

　
更
に
贅
言
を
費
や
す
な
ら
、
卓
立
の
考
察
で
示
し
た
よ
う
に
、
同
じ
様
な
公
式
令
を
持
っ
て
い
て
も
日
本
と
唐
で
は
「
文
雷
行
政
」
の
運
用

が
や
や
異
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
瞬
本
律
令
国
家
の
「
文
書
行
政
」
を
、
よ
り
実
態
に
即
し
て
考
察
す
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
古
代
古
文

書
学
は
、
日
本
の
公
式
様
文
書
の
分
析
・
紹
介
だ
け
で
事
足
れ
り
と
し
て
い
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
宣
1
1
判
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
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②

を
和
訓
に
す
る
と
ノ
リ
ー
コ
ト
ワ
リ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
実
に
両
者
と
も
「
法
」
を
表
す
語
で
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
か
か
る
観
点
か

ら
、
古
代
の
法
の
観
念
を
摘
出
す
る
こ
と
も
、
或
い
は
可
能
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
論
点
を
さ
ら
に
広
い
目
で
再
検
討
し
、
日
本

古
代
の
官
僚
網
の
研
究
の
一
助
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
諸
賢
の
ご
叱
正
を
切
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
①
拙
稿
「
上
宣
制
の
成
立
」
（
発
表
予
定
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
年
）
。

　
②
　
吉
田
晶
「
古
代
に
お
け
る
法
と
規
範
意
識
」
（
『
B
本
の
社
会
史
脹
五
、
一
九
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
奈
良
県
生
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The　Sen宣of　the．Nara　Period

by

Shinji　Yoshikawa

　　This　article　is　meant　to　discuss　some　characteri＄tics　of　the　sen（宜）：

which’　appeared　in　the　historical　sources　of　the　Nara　period．

　　The　sen　is　diVided　into　tliree　categories；　“the　sen　・of　imperial

orders”，　which　were　the　manifestations　ef　imperial　intentions　handed

down　through　the　hands　of　the　ayokan（女官），（2）“the　sen　of　deci－

sions”，　which　were　the　proclairnations　of　oMcial　settlemertts’　within

administrative　circles，　and　（3）　“the　sen　of　autltority’”，　which　were　of　a

rather　private　cltaracter．

　　Among　these　three　categories，　the　second　one　was　clesely　related　to

literal　administration，　sometimes　taking　the　actual　form　of　oficial　docu－

ments．　This　was　rather　exceptional，　because　the　administrative　circles

・fth・J・p・・ese伽・η・（律令）9・ver・m・nt・whi・h　h・d・’t　g聖i・・lly・h・d

a　system　of　written　procedures，　usualiy　gave　oral　settlements　to　the

petitions　from　the　side　of　the　safean　（主典）．

　　1　also　succeeded　in　reconstructing　the’　communicative　channels　and

the　methods　of　the　sen　to　some　extent．

　　In　conclusion，　the　following　points　were　made　clear．　First，　the　sen　of

the　first　category　was　probably　disspatched　by　oral　communication．

Second，　however，　documents　which　substituted　for　the　oral　sen　existed．

Finally，　these　documents　can　be　interpreted　as　tke　formal　origins　of　the

sen」ガ　（宣旨）　in　the　Heian　period．

The　Working　Class　and　Their　Autobiographies

　　　　　　　　　　　　in　Victorian　England

by

Ryo　Sakuma

　　“　The　labour　aristocracy　”　or　“　the　respectable　working－men　”　have　at－

tracted　much　attention　as　the　key　groups　in　understanding　British　work一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（676）




